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良
工
事
に
つ
い
て
も
、
特
に
交
通

安
全
対
策
上
の
観
点
か
ら
道
路
構

造
や
線
形
の
見
直
し
等
が
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
早
期
の
整
備

促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
不
足
し
て
い
る
状
況
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
建
物
の
老
朽
化
に

伴
い
計
画
的
な
建
替
え
が
必
要
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
に
お
い
て
は
既
存
公

営
住
宅
の
点
検
の
強
化
及
び
早
期

の
管
理
・
修
繕
に
よ
り
更
新
コ
ス

ト
の
削
減
を
目
指
す
観
点
か
ら
、

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
の
長
寿
命

化
に
向
け
た
助
成
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
、
本
年
度
「
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、
計

画
的
な
維
持
・
修
繕
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
「
耐
震
改
修
促
進

法
」
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
が
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化

を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
北
海
道
は
、

平
成
一
八
年
一
二
月
に
北
海
道
耐

を
期
す
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
道
路
は
、
町
民
生

活
の
充
実
向
上
を
は
じ
め
、
生
産

基
盤
の
確
保
、
産
業
の
振
興
な
ど
、

地
域
経
済
の
推
進
と
発
展
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
日
の
急
増
傾
向
に

あ
る
交
通
量
や
車
両
の
大
型
化
、

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
や
災
害
対

策
に
も
配
慮
し
た
道
路
を
基
本
に
、

計
画
的
な
改
良
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八

年
度
に
着
手
し
た
沓
形
市
街
一
号

線
が
完
成
し
、
沓
形
市
街
一
五
号

線
と
同
規
格
で
接
続
さ
れ
、
沓
形

市
街
地
の
側
面
を
抜
け
る
バ
イ
パ

ス
道
路
と
し
て
、
昨
年
一
二
月
全

面
供
用
開
始
を
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
御
崎
一
二
号
線
の

道
路
改
良
工
事
に
着
手
い
た
し
ま

す
。

　

道
々
に
つ
い
て
は
、
久
連
地
区

の
道
路
改
良
工
事
が
引
き
続
き
実

施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
休
止

状
態
に
あ
る
泉
町
地
区
の
道
路
改

　

平
成
二
二
年
第
一
回
利
尻
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
こ

こ
に
町
政
執
行
方
針
と
し
て
町
政

の
推
進
に
つ
い
て
、
私
の
基
本
的

な
考
え
方
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
五
月
に
、
四
期
目

の
町
政
の
舵
取
り
役
を
仰
せ
つ
か

り
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
秋
の
国
政
の
政
権

交
代
に
伴
い
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
」
の
方
針
に
沿
っ
て
、

様
々
な
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と

し
て
デ
フ
レ
と
円
高
傾
向
の
景
気

低
迷
が
続
く
中
、
国
内
は
勿
論
、

道
内
経
済
に
お
い
て
も
企
業
倒
産

や
雇
用
不
安
等
で
大
変
厳
し
い
経

済
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
に
お
い
て
は
、
地

方
分
権
に
相
応
し
い
国
と
の
対
等
、

協
力
の
関
係
へ
と
転
換
さ
れ
る
地

域
主
権
の
確
立
の
た
め
、
自
主
性
、

自
立
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
地
元

資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
自
ら
地

域
経
済
の
活
力
向
上
を
図
り
な
が

ら
町
の
維
持
・
存
立
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
に
お
い
て
も
か
つ
て
な
い

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
財
政

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状

で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
第
五
次
利
尻
町
総
合
振
興

計
画
を
基
調
と
し
、
「
自
然
に
や

さ
し
い
安
全
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
「
と
も
に
支
え
あ
う
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
育
成
の

ま
ち
づ
く
り
」
「
ふ
る
里
を
愛
し
、

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
」
「
町
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
五
項
目
の

課
題
を
掲
げ
、
そ
の
対
策
と
解
決

に
向
け
て
全
力
で
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

一　

自
然
に
や
さ
し
い
安
全
で

　
　
　
　

潤
い
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

環
境
に
関
す
る
問
題
は
、
我
が

国
の
政
策
上
重
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
が
、
自
然
景
観
や
環

境
保
全
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

社
会
基
盤
の
整
備
や
町
民
生
活
環

境
の
改
善
の
た
め
、
道
路
整
備
を

は
じ
め
と
し
て
住
宅
、
水
道
、
下

水
道
、
治
山
・
治
水
等
の
各
分
野

に
わ
た
る
事
業
の
推
進
と
各
事
業

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
万
全

平成22年度平 年度
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施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

ま
た
、

林
道
の
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
林
野
火
災
予
防
対
策
に
つ

い
て
も
配
意
し
て
ま
い
り
ま
す
し
、

森
林
公
園
に
つ
い
て
は
、
自
然
景

観
と
緑
に
恵
ま
れ
た
町
民
の
憩
い

の
森
と
し
て
、
ま
た
、
島
を
訪
れ

る
観
光
客
に
も
喜
ば
れ
る
施
設
と

し
て
、
今
後
と
も
、
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
緑
と
花
を
愛
す
る
住
民

運
動
、
更
に
は
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
し
て
定
着
し
て
い
る
「
利
尻
町

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
」
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運

動
は
、
「
美
し
い
景
観
」
「
魅
力

あ
る
観
光
地
」
づ
く
り
に
大
い
に

寄
与
し
て
お
り
、
今
後
と
も
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
独
立
行
政
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構
の
支
援
を
う
け

「
地
域
に
根
ざ
し
た
脱
温
暖
化
・

川
小
規
模
治
山
工
事
を
実
施
し
災

害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
緑
の
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

森
林
は
、
水
源
の
涵
養
や
水
質

浄
化
を
は
じ
め
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
防
止
、
空
気
の
浄
化
、
暴
風

対
策
な
ど
様
々
な
働
き
に
よ
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
限
り
な
い
恩

恵
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
資
源
の
生
息
環
境

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
公
益

的
機
能
の
観

点
か
ら
、
長

期
的
展
望
に

た
っ
た
森
林

の
整
備
と
適

切
な
維
持
管

理
が
必
要
で

す
の
で
、
本

年
度
も
関
係

機
関
と
の
連

携
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

等
を
通
じ
な

が
ら
、
除
間

伐
や
下
刈
、

つ
る
切
り
等

の
事
業
を
実

保
で
き
れ
ば
、
新
設
井
戸
の
ボ
ー

リ
ン
グ
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

維
持
管
理
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
下
水
道
の
加
入
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
区
域
外
の
地
区
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
合
併
処
理

浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
一
年
度
よ

り
事
業
着
手
し
ま
し
た
利
尻
島
下

水
道
ミ
ッ
ク
ス
処
理
施
設
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
三
年

度
末
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
本

年
度
よ
り
本
体
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
治
山
・
治
水
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

豪
雨
時
や
融
雪
期
の
異
常
出
水

等
は
、
河
川
の
浸
食
や
土
砂
の
流

出
等
を
も
た
ら
し
、
人
家
や
水
産

資
源
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

治
山
・
治
水
・
急
傾
斜
地
対
策
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
国
に
お
い
て
は
長
浜
大
空
沢
の

床
固
工
事
等
の
治
山
工
事
、
北
海

道
に
よ
る
大
空
沢
砂
防
ダ
ム
の
嵩

上
工
事
及
び
町
に
よ
る
セ
パ
ウ
ン

震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本

年
度
「
利
尻
町
耐
震
改
修
促
進
計

画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
、
下
水
道
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
簡
易
水
道
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
い

て
も
町
民
の
皆
様
に
安
全
で
安
心

な
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、
施
設

の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
が
管
理
・
運
営
し
て

い
る
沓
形
・
仙
法
志
の
二
つ
の
簡

易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
一
体
的

な
管
理
を
す
る
た
め
平
成
二
二
年

度
末
ま
で
に
事
業
統
合
を
行
い

「
利
尻
町
簡
易
水
道
」
に
一
本
化

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
沓
形
地
区
の
水
質
改
善

を
図
る
た
め
に
、
昨
年
度
水
源
及

び
水
量
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
結
果
、
長
浜
大
空
沢
の
旧

ふ
化
場
周
辺
に
水
源
が
確
保
出
来

る
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、

沓
形
地
区
の
水
源
を
仙
法
志
地
区

に
変
更
す
る
た
め
の
施
設
の
新
設

整
備
を
北
海
道
と
協
議
し
て
お
り
、

認
可
変
更
等
の
事
務
手
続
と
と
も

に
、
本
年
度
国
の
予
算
補
助
が
確
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で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
更
な
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
充
実
、
新
予
防

事
業
の
実
施
な
ど
を
行
う
た
め

„
利
尻
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
“
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
確
立
を
図
り
、
在
宅
福
祉
を

基
本
と
し
た
支
援
事
業
を
展
開
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
七
五
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

本
年
度
で
三
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
制
度
に
よ
り
北
海
道
の
全
市

町
村
で
組
織
す
る
„
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
“
が
、
後

期
高
齢
者
（
七
五
歳
以
上
）
に
か

か
る
保
険
料
の
賦
課
、
医
療
給
付

等
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
事
務
事
業
の
円

滑
な
る
推
進
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
充

実
を
図
り
、
育
児
相
談
や
指
導
な

ど
の
事
業
を
こ
れ
ま
で
同
様
、
家

庭
、
地
域
、
保
育
所
、
学
校
と
の

連
携
に
よ
り
推
進
す
る
と
と
も
に
、

二
一
年
度
見
直
し
さ
れ
た
利
尻
町

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
平

成
二
二
年
度
〜
平
成
二
六
年
度
）

福
祉
思
想
の
普
及
活
動
を
推
進
し
、

福
祉
の
原
点
で
あ
り
ま
す
„
共
に

支
え
、
共
に
助
け
合
っ
て
い
け
る

地
域
づ
く
り
“
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
第
二
期
利
尻
町
障
害
者
福
祉

計
画
（
平
成
二
一
年
度
〜
平
成
二

三
年
度
）
を
基
本
と
し
た
障
害
者

へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
、

継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
万

全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
„
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
“
を
合
言
葉
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
容
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
第
四
期
利

尻
町
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

二
一
年
度
〜
平
成
二
三
年
度
）
及

び
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
平
成

二
一
年
度
〜
平
成
二
四
年
度
）
を

基
本
と
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の

安
定
的
・
継
続
的
提
供
と
介
護
保

険
会
計
の
健
全
な
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
福
祉
で
は
、„
利
尻

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
“
を

中
心
に
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
包

括
的
に
支
援
す
る
よ
う
取
り
組
ん

り
な
が
ら
積
極
的
な
要
望
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
離
島
特

性
に
応
じ
た
医
療
格
差
等
の
是
正

や
自
治
体
病
院
の
財
政
運
営
支
援

対
策
に
つ
い
て
も
強
力
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

二　

と
も
に
支
え
あ
う
人
に

　
　
　
　

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

日
々
の
生
き
が
い
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
基

本
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
向
上

に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
日
の
地
域
経
済
の
低
迷
、
人
口

の
減
少
な
ど
本
町
に
お
け
る
福
祉

環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
間
や

人
と
の
絆
を
よ
り
大
切
に
し
な
が

ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に

民
生
児
童
委
員
、
自
治
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携
、
協

調
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、

協
働
の
精
神
を
も
っ
て
社
会
福
祉

の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
真
に
住
民
同

士
の
„
ふ
れ
あ
い
“
を
実
感
で
き

る
連
帯
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

　

次
に
、
離
島
格
差
の
是
正
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

離
島
が
果
た
す
国
家
的
位
置
づ

け
と
国
民
的
役
割
に
つ
い
て
は
、

そ
の
重
要
性
が
年
々
、
関
係
機
関

等
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
現
状
の
離
島
航
路

運
賃
は
、
本
土
の
他
交
通
機
関
に

比
べ
て
割
高
な
運
賃
・
料
金
体
制

に
あ
り
、
こ
れ
が
全
て
の
物
価
を

押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
を

始
め
と
し
た
関
係
機
関
や
関
係
団

体
に
対
し
、
国
道
並
み
の
離
島
航

路
の
運
賃
・
料
金
に
対
す
る
引
下

げ
や
、
離
島
航
空
路
の
維
持
・
確

保
、
離
島
独
自
の
振
興
対
策
に
つ

い
て
離
島
関
係
町
と
の
連
携
を
図

環
境
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け

た
調
査
・
研
究
事
業
を
民
間
企
業

等
と
連
携
し
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
未

利
用
の
地
域
資
源
で
あ
る
林
産
物

（
サ
サ
）
を
活
用
し
た
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
通
信
に
つ
い
て
は
、
昨
年

よ
り
総
務
省
の
支
援
を
受
け
、
利

礼
三
町
が
連
携
し
て
地
域
情
報
通

信
基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
平
成
二
三
年
三
月
の
完
成

に
向
け
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
事
業
に
よ
り
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
に
よ
る
災
害
情
報
や
行
政

情
報
を
瞬
時
に
各
家
庭
に
配
信
で

き
る
な
ど
、
離
島
の
情
報
格
差
解

消
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
七
月
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
完
全
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
礼
文
中
継

局
及
び
仙
法
志
御
崎
中
継
局
の
整

備
、
更
に
は
難
視
聴
地
区
解
消
の

た
め
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
に
よ
り
敷
設
さ
れ
ま
す
光
ケ

ー
ブ
ル
網
を
使
っ
て
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
再
送
信
機
器
施
設
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

利 尻 空 港利 尻 空 港
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ほのぼの荘ほのぼの荘

あ
る
た
め
に
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
人
で
、
居
宅
で
は
適
切
な
介

護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
が

入
所
対
象
で
あ
る
「
ほ
の
ぼ
の
荘
」

は
満
床
の
状
態
が
続
い
て
い
る
中
、

入
所
者
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

職
員
一
同
、
真
心
を
込
め
て
お
世

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
年
々
、
入
所
者
の
身
体
機

能
の
低
下
と
認
知
症
状
が
顕
著
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
よ
り
質

の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
介
護
研
修
等
に
よ

る
職
員
の
意
識
と
資
質
の
向
上
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
介

護
）
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期

入
所
生
活
介
護
）
の
機
能
も
備
え

て
お
り
、「
安
全
で
安
心
・
信
頼
さ

れ
る
施
設
」
と
し
て
利
用
さ
れ
続

け
る
た
め
に
も
、
施
設
の
環
境
整

備
は
勿
論
の
こ
と
、
職
員
と
利
用

者
や
入
居
者
が
信
頼
関
係
を
深
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
が
い
を

も
っ
て
生
活
を
し
、
更
に
地
域
か

ら
も
常
に
身
近
な
施
設
と
し
て
親

し
ま
れ
る
よ
う
、
施
設
の
管
理
運

営
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
防
災
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
一
部
は
海
岸
線
に
沿
っ

て
住
家
が
連
帯
し
て
お
り
、
特
に

地
震
や
津
波
、
高
潮
等
の
災
害
時

に
は
、
住
民
の
生
活
や
財
産
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
の
整
備
な
ど
災
害
時
に
お
け

る
瞬
時
の
情
報
伝
達
や
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

非
常
時
体
制
の
充
実
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
も
引
き
続
き
、

各
自
治
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
を
推

進
す
る
な
ど
、„
自
分
達
の
地
域
は

自
分
達
で
守
る
“
を
合
言
葉
に
、

　

次
に
妊
産
婦
の
出
産
支
援
事
業

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
離
島

に
お
け
る
少
子
化
対
策
や
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
道
の
一
部

助
成
制
度
と
し
て
妊
産
婦
の
航
路

運
賃
と
、
島
外
宿
泊
費
に
つ
い
て

助
成
が
あ
り
ま
す
が
、
更
に
本
町

と
し
て
も
独
自
の
助
成
制
度
を
創

設
し
、
一
回
の
出
産
に
係
る
所
定

日
数
内
で
の
交
通
費
と
宿
泊
費
に

対
し
一
律
助
成
す
る
等
、
助
成
範

囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。

　

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
一
歩
で

も
少
子
化
対
策
や
妊
産
婦
が
安
全

・
安
心
し
て
子
ど
も
を
出
産
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
出
産
後
の

家
庭
を
少
し
で
も
応
援
で
き
る
よ

う
、
〇
歳
〜
三
歳
未
満
児
ま
で
の

医
療
費
が
無
料
に
な
る
よ
う
に
町

単
独
で
助
成
致
し
ま
す
。

　

歯
科
診
療
に
お
い
て
は
、
現
在

町
内
に
は
二
ヶ
所
の
診
療
所
が
開

設
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
診
療
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

身
体
や
精
神
上
著
し
い
障
害
が

日
常
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
の
環
境
の
維
持
・

保
全
の
た
め
に
自
動
車
の
投
棄
防

止
の
徹
底
や
廃
車
処
理
、
廃
屋
の

整
理
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
と
同

じ
く
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
医
療
対
策
で
あ
り
ま
す

が
、
近
年
地
方
へ
の
勤
務
医
が
不

足
し
、
診
療
体
制
の
休
止
、
縮
小

や
統
合
な
ど
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
幸
い
北
海
道
の

配
慮
も
得
て
、
利
尻
島
国
保
中
央

病
院
は
利
尻
島
内
の
基
幹
病
院
と

し
て
、
変
化
す
る
医
療
事
情
に
昼

夜
を
問
わ
ず
、
迅
速
に
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
に
お
い
て
も
、

改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
二
一
年
度
〜

平
成
二
五
年
度
）
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
常
勤
医
師
四
名
体
制
の
下
で
、

島
民
の
生
命
を
守
り
、
し
か
も
信

頼
と
期
待
に
応
え
な
が
ら
、
ま
た
、

多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
も
応

え
、
安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
心
温
か
い
病
院
・
医
療
を

常
に
心
が
け
、
救
急
医
療
や
時
間

外
診
療
に
お
い
て
は
、
い
つ
、
ど

こ
に
い
て
も
、
ど
ん
な
時
に
で
も

島
民
が
等
し
く
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

に
沿
っ
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
保
健
衛
生
・
国
民
健
康

保
険
事
業
に
つ
い
て
は
「
り
し
り

健
康
づ
く
り
二
一
」
（
平
成
一
五

年
度
〜
平
成
二
二
年
度
）
を
指
針

と
し
て
、
各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ

た
保
健
推
進
員
を
は
じ
め
地
域
の

皆
様
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
健

康
相
談
、
健
康
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ

教
室
な
ど
を
各
自
治
会
館
で
開
催

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
に
密
着
し
た
保
健
指
導
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費
増

高
の
抑
制
の
た
め
の
疾
病
予
防
活

動
に
も
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制

度
の
周
知
を
一
層
図
り
、
よ
り
多

く
の
町
民
の
参
加
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
、
各
種
補
助
金
の

確
保
や
国
保
税
の
収
納
率
向
上
に

努
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安

定
経
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
民
年
金
業
務
に
つ
い

て
は
、
情
報
を
的
確
に
把
握
し
な

が
ら
町
民
の
国
民
年
金
加
入
の
指

導
・
相
談
を
は
じ
め
、
適
切
な
事

務
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
清
掃
業
務
に
つ
い
て
は
、
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増
産
対
策
と
し
て
、
ま
た
、
沖
合

底
曳
対
策
と
し
て
本
年
度
も
引
き

続
き
仙
法
志
堆
「
利
尻
根
」
周
辺

に
大
規
模
な
魚
礁
設
置
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖

合
底
曳
網
漁
船
の
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
漁
協
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
道
に
対
し
て
資
源

管
理
等
を
強
く
要
請
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

磯
付
漁
業
に
つ
い
て
は
、
ウ
ニ

・
コ
ン
ブ
資
源
の
維
持
増
大
を
図

る
た
め
に
、
引
き
続
き
ウ
ニ
人
工

種
苗
の
生
産
・
放
流
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
国
の
水
産
基
盤

整
備
事
業
に
よ
り
、
仙
法
志
神
磯

地
区
の
漁
場
造
成
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
の
制
度
が
、
平
成
二
二

年
度
よ
り
五
ヵ
年
間
継
続
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
制
度
に
お
け
る
町

の
負
担
分
を
引
き
続
き
交
付
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ウ

ニ
資
源
の
増
大
や
天
然
漁
場
の
雑

海
草
駆
除
事
業
に
取
り
組
み
、
ウ

ニ
・
コ
ン
ブ
の
増
産
を
着
実
に
図

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
磯
ナ
マ
コ
の
生
産
が
漁

こ
こ
数
年
の
漁
業
者
個
人
の
漁
業

生
産
額
は
確
実
に
増
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
新
規
漁
業
就
業
者
も

年
々
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

島
外
か
ら
「
利
尻
町
に
定
住
し
て

漁
師
に
な
る
」
と
の
強
い
意
志
で

昨
年
は
二
名
、
今
年
も
予
定
者
二

名
の
若
者
を
町
内
の
漁
家
が
受
入

を
し
、
国
の
支
援
を
受
け
て
、
長

期
の
漁
業
研
修
を
積
み
な
が
ら

「
漁
師
道
」
に
励
ん
で
お
り
、
町

と
し
て
も
受
入
支
援
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
家
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め

に
は
、
適
切
な
漁
場
管
理
の
も
と

漁
業
資
源
の
維
持
・
増
大
を
図
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
船
漁
業
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
ナ
マ
コ
漁
業
の
比
重
が
高

く
、
安
定
し
た
、
し
か
も
高
い
生

産
額
が
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

資
源
保
護
に
十
分
配
慮
し
た
操
業

を
強
く
望
む
も
の
で
あ
り
、
又
他

の
魚
種
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
操
業
意
欲
を
高
め
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

利
礼
周
辺
海
域
の
漁
業
資
源
の

大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
昨
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
世
界
的
な
経
済
低
迷
で

水
産
物
の
消
費
流
通
環
境
も
悪
化

し
、
と
り
わ
け
景
気
低
迷
に
よ
る

消
費
者
の
生
活
防
衛
意
識
で
消
費

が
停
滞
し
、
全
般
的
に
魚
価
安
傾

向
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
養
殖
昆

布
は
、
天
候
不
順
に
よ
る
ヒ
ド
ロ

ゾ
ア
の
付
着
も
あ
り
ま
し
た
が
、

価
格
の
面
で
大
き
な
影
響
を
受
け

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
に
よ
る
組
合
員
の
減
少
、

特
に
沓
形
地
区
の
養
殖
漁
業
者
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

厳
し
い
漁
業
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

過
去
の
漁
業
生
産
額
と
比
較
し
て
、

連
携
を
深
め
、
今
年
一
二
月
二
五

日
の
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
五
〇
〇

日
」
を
目
標
に
、
家
族
ぐ
る
み
、

職
場
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
に

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

三　

地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　

産
業
育
成
の
ま
ち
づ
く
り

　

産
業
の
発
展
は
、
地
域
社
会
に

大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
た
施
策

の
展
開
が
必
要
で
あ
り
、
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
の
振
興
対
策
と

観
光
事
業
や
商
工
業
の
振
興
は
地

域
を
支
え
る
産
業
で
あ
る
故
に
、

町
政
に
お
い
て
も
最
重
要
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
一
層
の
産
業

振
興
に
努
め
、
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
本
町
の
水
産
業
は
、
漁
業
生

産
高
の
八
割
が
磯
付
漁
業
や
コ
ン

ブ
養
殖
漁
業
に
よ
る
コ
ン
ブ
・
ウ

ニ
の
水
揚
額
で
、
二
割
が
漁
船
漁

業
に
よ
る
鮮
魚
類
の
水
揚
額
で
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
コ
ン
ブ
・
ウ

ニ
の
生
産
動
向
が
漁
業
生
産
高
を

ま
た
消
防
署
と
の
連
携
も
一
層
図

る
な
ど
し
て
、
さ
ら
な
る
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
一
層
の
防
火
思
想
の

普
及
強
化
や
火
災
の
未
然
防
止
の

た
め
の
防
火
査
察
、
高
齢
者
世
帯

へ
の
配
慮
及
び
消
防
体
制
の
強
化
、

整
備
な
ど
に
も
努
め
る
と
と
も
に
、

昨
年
よ
り
配
備
就
航
さ
れ
た
道
北

地
区
を
カ
バ
ー
す
る
ド
ク
タ
ー
・

ヘ
リ
及
び
道
の
防
災
ヘ
リ
の
二
機

体
制
の
有
効
利
活
用
に
よ
り
、
救

急
患
者
搬
送
業
務
の
一
層
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
救
急
業
務
に
つ
い

て
も
消
防
関
係
者
と
と
も
に
万
全

を
期
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る
町

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
の
八
月
一
一
日
、

小
学
二
年
生
の
児
童
が
犠
牲
と
な

る
大
変
辛
く
悲
し
い
死
亡
交
通
事

故
が
発
生
致
し
ま
し
た
。
誠
に
残

念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大

き
な
犠
牲
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、

心
新
た
に
更
な
る
交
通
安
全
の
意

識
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

関
係
機
関
や
団
体
等
と
よ
り
一
層

ウ　ニ　漁ウ　ニ　漁
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にっぽん丸寄港で賑わう沓形港

年
度
の
利
尻
島
の
観
光
客
の
入
込

数
は
、
平
成
二
〇
年
度
の
一
八
万

九
千
人
を
大
き
く
割
り
込
み
一
五

％
減
の
一
六
万
人
と
一
向
に
下
げ

止
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
観
光
産
業
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、
町
内
観
光
関
連
業

者
も
深
刻
に
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
こ
そ
、

今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
本
町
の

恵
ま
れ
た
自
然
景
観
は
も
と
よ
り
、

現
有
の
地
域
資
源
を
見
直
し
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
発
掘
活

用
を
図
り
、
食
の
改
善
や
体
験
型

等
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

本
年
度
も
利
尻
礼
文
の
観
光
客

の
入
込
み
は
、
総
じ
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

が
、
道
内
外
の
観
光
客
誘
致
の
た

め
の
宣
伝
活
動
を
宗
谷
管
内
が
広

域
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
町

と
観
光
協
会
が
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
宣
伝
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
利
尻
島
が
魅
力
あ
る
観
光

地
と
な
る
よ
う
観
光
関
連
業
者
は

も
と
よ
り
、
地
域
全
体
で
ホ
ス
ピ

　

沓
形
港
は
利
尻
島
の
防
災
拠
点

港
と
し
て
、
ま
た
大
型
ク
ル
ー
ズ

客
船
の
寄
港
地
と
し
て
、
平
成
一

五
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
マ
イ
ナ
ス
七
・
五
ｍ
耐
震

強
化
岸
壁
・
用
地
・
道
路
整
備
が
、

平
成
二
二
年
度
の
整
備
工
事
を
も

っ
て
完
成
い
た
し
ま
す
の
で
、
今

後
更
に
有
効
活
用
を
図
る
一
方
、

内
港
の
静
穏
度
対
策
に
も
取
り
組

み
、
早
期
に
解
決
策
を
見
い
出
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

漁
業
生
産
活
動
の
拠
点
で
あ
り

ま
す
漁
港
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
湊
漁
港
が
平
成
二
一
年
度
を
も

っ
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
現
在

整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
仙
法
志
漁
港
、
蘭
泊
漁
港
の
早

期
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続

き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
岸
保
全
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
継
続
事
業
で
あ
り
ま
す
沓
形

富
士
見
町
地
区
海
岸
保
全
施
設
整

備
工
事
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
仙
法
志
本
町
地
区
の
海

岸
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
二
一
年
を
も
っ
て
既
設
護
岸

の
嵩
上
等
の
改
良
工
事
が
全
て
完

了
い
た
し
ま
し
た
。

間
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
コ

ン
ブ
養
殖
事
業
の
方
向
性
に
活
路

を
定
め
、
現
在
は
計
画
的
に
、
し

か
も
総
生
産
額
の
四
割
を
占
め
る

安
定
し
た
生
産
が
図
ら
れ
る
漁
業

に
成
長
し
、
本
町
漁
業
の
一
つ
の

大
き
な
柱
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
着
業
者
の
減
少
と
生
産
減
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
コ

ン
ブ
養
殖
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
漁
協
と
協
議
し
、

早
期
に
そ
の
方
向
性
を
見
い
だ
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ン
ブ
の
輸
入
割
当
制
度
（
Ｉ

Ｑ
）
の
維
持
に
つ
い
て
引
き
続
き

漁
協
と
連
携
を
図
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
と
連
携
し
地
場
産

品
の
宣
伝
や
販
路
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
水
産
業
を
取
り
ま
く
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
町
、
漁
協
、
関
係

団
体
が
連
携
を
密
に
し
て
一
丸
と

な
っ
て
水
産
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
港
湾
・
漁
港
・
海
岸
保

全
施
設
整
備
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

業
所
得
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
度
も
ナ
マ
コ
の

人
工
種
苗
生
産
・
放
流
を
実
施
し
、

ナ
マ
コ
資
源
の
増
大
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

磯
付
漁
業
に
と
っ
て
、
安
定
生

産
を
図
る
た
め
漁
業
者
が
資
源
保

護
や
適
正
な
漁
場
管
理
に
努
め
る

こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
漁
場
の
活
用
方
法
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

共
同
漁
業
権
内
で
の
操
業
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
調
整
は
な
か

な
か
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

漁
場
の
活
用
を
工
夫
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
漁
業
者
の
更
な
る
意
欲

を
喚
起
し
磯
付
漁
業
者
の
水
揚
げ

が
増
大
す
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
漁
協
と
協
議
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ン
ブ
養
殖
事
業
に
つ
い
て
は
、

安
定
生
産
が
見
込
ま
れ
て
お
り
漁

家
の
収
入
増
は
も
と
よ
り
、
町
内

の
雇
用
や
経
済
に
与
え
る
波
及
効

果
も
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
化
に
よ
る
着
業
者

の
減
少
が
年
々
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
本
町
の
水

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
長
い

にっぽん丸寄港で賑わう沓形港

　

次
に
、
商
工
業
及
び
観
光
業
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
商
工
業
は
、
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
、
公
共
事
業
の
縮
減
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
、
更
に
は
後

継
者
難
等
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
。
町
と
し

て
も
、
商
工
会
に
対
す
る
助
成
や

中
小
企
業
融
資
制
度
に
基
づ
い
て

利
子
補
給
等
の
支
援
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
商

工
会
を
中
心
に
関
係
者
が
知
恵
を

出
し
、
創
意
工
夫
し
て
商
工
業
の

活
性
化
に
向
け
て
努
力
し
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
一
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生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図
り
、

自
由
に
学
習
機
会
の
選
択
が
で
き

る
よ
う
、
各
般
に
わ
た
っ
て
の
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
に
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
・
技
能
の
修
得
、
学
習
意
欲

の
向
上
や
学
習
習
慣
の
一
層
の
確

立
を
図
り
、
確
か
な
学
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
地
域
の
期
待
に
応

え
る
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
学

校
評
価
に
よ
る
改
善
策
を
積
極
的

に
家
庭
・
地
域
に
情
報
発
信
し
、

学
校
自
ら
説
明
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
よ
り
一
層
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
教
育
委
員

会
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ

り
、
小
中
学
生
に
対
す
る
外
国
語

教
育
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
小
学
校
高
学
年
で
外
国

語
活
動
の
授
業
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
外
国
語
指
導
者
を

雇
用
し
て
各
小
中
学
校
へ
の
派
遣

を
す
る
と
と
も
に
、
外
国
語
授
業

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

が
、
全
国
に
誇
れ
る
良
質
の
天
然

温
泉
を
町
民
は
じ
め
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と

と
も
に
、
衛
生
的
で
快
適
な
交
流

と
憩
い
の
場
と
し
て
の
施
設
設
備

の
維
持
管
理
、
運
営
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

四　

ふ
る
里
を
愛
し
、

　
　
　

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

社
会
環
境
が
急
速
に
変
化
す
る

中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
優
し
い
心

や
思
い
や
り
の
心
、
人
を
愛
す
る

心
を
も
ち
、
ま
た
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
抱
き
、

新
し
い
時
代
を
自
ら
切
り
拓
く
こ

と
が
で
き
る
、
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
人
づ
く
り
の
た
め
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
学
べ
る
生

涯
学
習
社
会
を
築
き
、
地
域
一
体

と
な
り
、
ふ
る
里
を
愛
し
、
豊
か

な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
涯
学
習
に
お
い

て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生

涯
に
わ
た
り
充
実
し
て
生
き
る
た

め
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

ふれあい保養センター「露天風呂」ふれあい保養センター「露天風呂」

と
も
に
、
従
業
員
の
技
術
の
向
上

と
経
営
意
識
の
高
揚
を
期
し
、
安

全
と
健
康
管
理
に
も
充
分
注
視
し

な
が
ら
、
災
害
・
事
故
の
防
止
に

も
万
全
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
尚
又
、
現
場
環
境
や
景
観
対

策
と
し
て
原
石
採
取
跡
地
の
修
復

保
全
、
景
観
保
護
対
策
と
合
せ
、

防
塵
対
策
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
も
積
極
的
な
対
応
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
「
ホ
テ
ル
利
尻
」
の

運
営
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
来
、
減
少
傾
向
に
あ

る
離
島
観
光
は
、
世
界
的
経
済
不

況
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
な
ど
か
ら
、
昨
年
は
、
ホ
テ
ル

利
尻
の
宿
泊
者
数
も
そ
の
影
響
を

直
接
的
に
受
け
、
近
年
に
な
い
厳

し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、

な
お
予
断
を
許
さ
な
い
傾
向
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
広
告
誌
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
も
連

携
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

言
わ
れ
る
良
質
の
天
然
温
泉
と
日

本
海
の
大
海
原
を
眺
望
で
き
る
露

天
風
呂
、
新
鮮
な
魚
介
類
、
特
に

タ
リ
テ
ィ
の
醸
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
観
光
と
水
産
が
連
携
し
て

本
町
の
観
光
振
興
が
図
れ
る
よ
う

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
砕
石
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」

を
掲
げ
た
新
政
権
の
も
と
、
国
は

公
共
事
業
費
を
大
幅
に
削
減
す
る

等
、
厳
し
い
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
、

管
内
の
景
気
動
向
も
引
き
続
き
低

迷
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

砕
石
事
業
の
現
状
は
、
道
路
整

備
事
業
の
減
少
に
加
え
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
計
画
の
推
進
に
よ
り
、
再

生
骨
材
の
優
先
使
用
が
定
着
化
し
、

路
盤
材
を
主
と
す
る
砕
石
の
需
要

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
販
路
の
確
保
に
最
大
限

努
力
す
る
ほ
か
、
適
正
な
生
産
、

供
給
体
制
を
維
持
し
、
一
層
の
経

費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
・
従
業
員
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
今
年
度
も
再
生
骨
材

製
造
の
受
託
業
務
を
引
続
き
行
い
、

安
定
経
営
に
向
け
て
全
力
で
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
（
日
本
工
業
規
格
）
に
対
応
し

た
品
質
管
理
体
制
の
設
備
及
び
現

場
管
理
体
制
の
各
強
化
を
図
る
と

殻
付
ウ
ニ
な
ど
を
中
心
に
し
た
海

鮮
料
理
、
そ
し
て
利
尻
島
の
大
自

然
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施
設

や
利
尻
島
の
も
つ
魅
力
を
最
大
限

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
な
お
一
層
の

集
客
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
も
、
人
件
費
の

抑
制
を
は
じ
め
と
す
る
営
業
費
用

の
経
費
節
減
に
努
め
、
収
支
バ
ラ

ン
ス
を
充
分
に
考
慮
し
た
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
三
年

度
か
ら
の
夏
期
間
の
み
の
期
間
営

業
移
行
を
視
野
に
入
れ
て
の
効
率

的
運
営
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
ふ
れ
あ
い
保
養
セ
ン
タ

ー
の
運
営
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
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等
と
協
議
し
、
受
入
れ
体
制
の
整

備
に
努
め
ま
す
。
尚
又
、
町
民
や

関
係
者
等
か
ら
の
意
向
を
基
に
、

元
気
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
市

街
地
再
生
な
ど
の
検
討
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
職
員
の
服
務
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
の
社
会
情

勢
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
急
速

に
進
む
情
報
化
、
国
際
化
、
環
境

問
題
、
地
方
分
権
社
会
へ
の
移
行

な
ど
、
複
雑
、
多
様
化
し
、
刻
々

と
変
化
す
る
諸
情
勢
の
中
で
、
今

で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
町
が
維
持

し
て
い
く
に
は
今
後
何
を
す
べ
き

か
真
剣
に
考
え
意
識
を
新
た
に
し
、

地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め

幅
広
い
知
識
と
柔
軟
な
思
考
力
、

創
造
性
を
涵
養
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
職
員
は

町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
再

自
覚
の
も
と
に
職
務
上
知
り
得
た

情
報
に
つ
い
て
は
守
秘
し
、
ま
た
、

そ
の
職
の
信
用
に
傷
を
つ
け
不
名

誉
と
な
る
よ
う
な
行
為
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
し
、
公
共
の
た
め
職

務
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
、
公
正
か
つ
公
平

な
町
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
二
年
度
の
町
政

の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
所
信
の
一

端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
私
は
人
口
の
減
少
を
何
と

か
く
い
止
め
る
た
め
国
・
道
に
よ

る
方
針
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各

種
施
策
等
の
研
究
調
査
も
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
職
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
範
囲
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
誰
も
が
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
引
き
続
き
町
民
皆
様
の

幸
せ
と
魅
力
あ
る
地
場
産
業
の
振

興
発
展
に
、
大
変
厳
し
い
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
粉
骨
砕
身
の
思

い
で
最
善
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
常
に
初
心
に
立
っ
て
、

諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
時
代
に

即
応
し
た
発
想
の
転
換
と
創
意
工

夫
の
も
と
で
、
英
知
を
結
集
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
町
議
会
の
皆
様
、

そ
し
て
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
と
ご
教
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
町
政
に
対
す
る
執
行
方
針
を

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
力
も
取
り
入
れ
、
町
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
地
域
創
造
型
社
会

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

の
自
治
体
運
営
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
地
域
社
会
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
漁
業
や
観
光
業
な
ど
の

産
業
振
興
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
新
し
い
産
業
の
創
出
、
安
定
し

た
生
活
基
盤
形
成
の
た
め
の
保
健

・
福
祉
・
医
療
の
充
実
、
防
災
消

防
対
策
、
町
民
が
豊
か
で
安
心
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
不
可
欠
な

社
会
基
盤
の
整
備
な
ど
、
取
り
組

む
施
策
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

近
年
で
は
国
、
道
の
補
助
金
だ
け

で
は
な
く
、
企
業
や
財
団
等
の
高

率
な
助
成
制
度
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
常
に
最
新
の
情
報

収
集
と
企
画
力
や
説
明
能
力
の
向

上
に
努
め
、
制
度
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
産
官
学
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
推
進
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
る
た
め
、
総
務
省
が
提
言
す

る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」

に
取
組
み
、
都
市
圏
等
の
人
材
を

積
極
的
に
誘
致
し
、
定
住
・
定
着

に
繋
げ
る
た
め
関
係
機
関
や
団
体

地
域
づ
く
り
や
産
業
振
興
を
図
り
、

過
疎
化
防
止
と
定
住
人
口
の
増
加

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
国
が

進
め
る
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

本
町
財
源
の
太
宗
を
な
す
地
方
交

付
税
の
大
幅
な
削
減
に
比
し
、
借

入
れ
し
た
起
債
の
償
還
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
昨
年
、

財
政
健
全
化
団
体
に
指
定
さ
れ
る

な
ど
か
つ
て
な
い
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
に
お

い
て
は
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入

と
活
用
を
図
る
な
ど
地
域
経
営
の

考
え
方
を
変
え
、
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
の
推
進
を
図
り
、
各
種
事

務
事
業
等
の
更
な
る
見
直
し
や
統

廃
合
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

町
民
皆
様
に
は
痛
み
を
分
か
ち
合

っ
て
い
た
だ
く
結
果
と
は
な
り
ま

す
が
、
と
も
に
力
を
携
え
て
協
働

型
の
地
域
経
営
を
強
化
し
、
最
も

厳
し
い
今
を
乗
り
越
え
、
平
成
二

二
年
度
に
向
け
、
指
定
解
除
を
図

り
一
刻
も
早
く
財
政
の
健
全
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
、
地

方
行
政
の
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、「
新
た
な
公
」
と
し
て
の

住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
等

が
連
携
し
、
大
学
や
企
業
等
外
部

交
流
促
進
施
設
を
は
じ
め
博
物
館

や
総
合
体
育
館
な
ど
社
会
教
育
・

社
会
体
育
施
設
及
び
文
化
財
施
設

の
所
期
の
目
的
が
十
分
果
た
せ
る

よ
う
、
事
業
の
立
案
や
実
施
は
勿

論
、
関
係
者
、
関
係
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
な
が
ら
適
切
な
管
理

と
効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、本
町
の
歴
史
文
化

・
芸
能
の
保
存
の
た
め
の
各
種
活

動
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
も
青
少
年
の
体
力
づ
く

り
と
健
全
な
人
格
形
成
の
一
環
と

し
て
、
ま
た
、
町
民
の
ふ
れ
あ
い
、

交
流
、
そ
し
て
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
各
種
活
動
の
支
援
と
町
民

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
増
進
・
運
動
能
力

の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

施
設
の
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

五　

町
民
と
行
政
の

　
　
　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

世
界
的
な
金
融
危
機
に
端
を
発

し
た
景
気
低
迷
が
続
く
な
か
、
こ

れ
ま
で
、
財
源
の
多
く
を
国
や
道

の
補
助
金
と
起
債
に
依
存
し
な
が

ら
各
種
施
策
を
進
め
、
活
力
あ
る
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平成22年度

全
で
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
教
育
の

原
点
は
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を

引
き
出
す
い
と
な
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
学
校
に
お
け
る
学
力
向

上
改
善
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
学
力
、

学
習
の
向
上
に
一
層
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、
高
度
情
報
化
の
進
展
や

地
域
社
会
の
動
向
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
、
本
町
の
大
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
を
最
大
限
に
活
用
し
、

「
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
基

本
に
地
域
資
源
を
活
か
し
、
特
色

の
あ
る
教
育
に
目
を
向
け
学
校
関

係
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
総
合
的
学
習
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
「
確
か
な
学
力
」
こ
れ
は

豊
か
な
心
と
人
間
性
を
育
み
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
体
」、

知
、
徳
、
体
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
三
位
一
体
を
重
視
し
、
心
身
共

に
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
生
活
環

定
い
た
し
ま
し
た
、
利
尻
町
教
育

推
進
計
画
（
平
成
一
八
年
度
か
ら

平
成
二
二
年
度
）
を
基
本
理
念
と

し
、
又
、
二
年
目
を
迎
え
ま
す
第

五
次
利
尻
町
総
合
振
興
計
画
の

「
ふ
る
里
を
愛
し
、
豊
か
な
心
と

文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
柱

と
意
識
し
て
展
開
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
国
や
道
に
お
け
る
教
育
関

連
の
一
部
改
正
等
に
伴
う
改
革
事

項
に
も
的
確
か
つ
速
や
か
に
対
応

し
つ
つ
、
本
町
教
育
の
更
な
る
推

進
、
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情

勢
の
な
か
に
あ
っ
て
「
ゆ
と
り
教

育
」
か
ら
「
確
か
な
学
力
の
向
上
」

に
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
た
く
ま
し
く
、
「
生

き
る
力
」
や
「
学
習
能
力
」
を
培

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
高
め
、

充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ

と
、
合
わ
せ
て
児
童
、
生
徒
が
安

お
い
て
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
て

い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
経
済
格
差
が
教
育
に
も
お

よ
び
経
済
的
理
由
で
進
学
を
断
念

し
た
り
、
中
途
退
学
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
生
徒
が
増
え
て
お
り
、
深

刻
な
問
題
で
あ
る
と
受
止
め
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
教
育

基
本
法
を
は
じ
め
と
し
、
教
育
関

連
三
法
の
改
正
の
執
行
を
受
け
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
〇

年
度
に
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る

学
習
指
導
要
領
の
改
正
が
公
示
さ

れ
、
新
し
い
教
育
課
程
の
移
行
に

向
け
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
に
応
え
る
べ
く
教
育
課
程
の

推
進
と
確
実
な
実
践
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
に
お
き
ま
し
て
も
、
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
か
で
、
五
つ
の

重
点
政
策
の
展
開
を
か
か
げ
て
お

り
ま
す
。
「
社
会
で
活
き
る
実
践

的
な
力
の
育
成
」、「
豊
か
な
心
と

健
や
か
な
体
の
育
成
」、「
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
」、「
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育

て
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
」、「
北

海
道
ら
し
い
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
」
で
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
、
平
成
一
八
年
度
に
策

　

平
成
二
二
年
第
一
回
利
尻
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
本

年
度
の
利
尻
町
教
育
行
政
に
関
す

る
主
要
な
施
策
と
基
本
方
針
に
つ

い
て
申
し
上
げ
、
そ
の
推
進
に
全

力
を
傾
注
し
、
本
町
教
育
の
一
層

の
充
実
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

町
議
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

教
育
関
係
者
、
町
民
皆
様
の
ご
理

解
と
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

は
じ
め
に

　

教
育
は
、
「
国
家
百
年
の
大
計
」

と
言
わ
れ
、
様
々
な
議
論
が
な
さ

れ
て
来
た
経
過
が
あ
り
、
今
、
教

育
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

教
育
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
を

見
せ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
社

会
が
進
行
し
、
家
庭
、
地
域
社
会

の
変
貌
、
更
に
は
、
地
方
分
権
や

行
政
改
革
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、

教
育
に
も
大
き
な
改
革
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
世
界

経
済
の
不
況
か
ら
、
日
本
社
会
に

川　端　一　輝

平成22年度

教育行政執行方針教育行政執行方針教育行政執行方針
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る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

三
、
『
ふ
る
さ
と
』
づ
く
り
〜

　

み
ん
な
の
力
で
み
ん
な
が
誇
れ

る
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

以
上
の
三
つ
の
教
育
推
進
の
め

ざ
す
姿
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、

平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
は
、
以

下
の
項
目
を
重
点
的
観
点
と
し
、

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
施
策
を

実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

一
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
、
な
ん
で
も
、
学
べ
る
生
涯

学
習
の
推
進

二
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
ど
も
の
学
校
教
育
の
推
進

三
、
生
涯
学
習
に
対
応
し
た
社
会

教
育
の
推
進

四
．
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り

の
推
進

　

以
上
の
四
点
を
重
点
的
な
観
点

と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

　

で
も
、
な
ん
で
も
学
べ
る
生
涯　

　

学
習
の
推
進

　

本
町
の
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

自
己
の
能
力
を
磨
く
と
と
も
に
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら
ゆ
る
場

所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
成
果
が
生
か
さ
れ
る
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
よ
う
、
生
涯
学
習
社
会
の

構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

社
会
が
急
速
な
変
化
を
遂
げ
る

中
に
あ
っ
て
、
町
民
に
は
、
自
立

し
て
自
ら
を
律
し
、
他
と
協
調
し

な
が
ら
そ
の
生
涯
を
切
り
拓
い
て

い
く
力
が
、
一
層
強
く
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
学
習
要
求
に
適
切
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

連
携
し
協
力
体
制
を
深
め
な
が
ら
、

生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
や
相
談
体
制
・
学
習
支
援

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
充
実
を
図
り
、

多
く
の
指
導
者
の
登
録
・
派
遣
を

行
い
、
人
材
育
成
と
合
わ
せ
た
生

涯
学
習
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ン
ク
」
や
「
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
」
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
各
種
学
習
活
動

の
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
交
流
促
進
施
設
「
ど
ん

と
」
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施

設
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
効
率
的

環
境
の
整
備
と
そ
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
申
し
上
げ
ま
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
利
尻
町
教
育
推
進
計
画

の
教
育
理
念
を
基
に
、
新
し
い
時

代
を
拓
く
教
育
の
一
層
の
充
実
発

展
を
図
る
た
め
に
、
「
心
豊
か
に

い
き
い
き
と
学
び
、
利
尻
の
新
し

い
時
代
を
拓
く
人
を
育
む
」
を
め

ざ
し
て
、
未
来
に
向
け
た
創
造
性

や
工
夫
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
産

業
や
文
化
等
に
誇
り
と
愛
着
を
持

ち
個
性
を
伸
ば
し
て
、
新
し
い
時

代
に
即
応
で
き
る
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
一
人
ひ
と
り
が
、

「
自
ら
学
ぶ
」、「
共
に
学
ぶ
」
力

を
地
域
社
会
に
お
い
て
、
共
に
支

え
合
う
人
間
関
係
を
育
み
、
生
き

る
喜
び
が
実
感
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
事
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
教

育
推
進
の
「
め
ざ
す
姿
」
と
し
ま

し
て
、

一
、
『
自
分
』
づ
く
り
〜

　

人
と
し
て
優
し
く
広
い
心
づ
く

り
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

二
、
『
学
び
』
づ
く
り
〜

　

だ
れ
も
が
楽
し
く
豊
か
に
学
べ

お
り
ま
す
。
更
に
は
、
町
民
の
皆

様
に
も
生
涯
学
習
活
動
を
通
し
て
、

潤
い
と
生
き
が
い
・
活
力
あ
る
地

域
社
会
と
町
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
今
後
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
教
育
の
推
進
を
図
る
に
は

い
つ
も
言
わ
れ
ま
す
が
、「
学
校
」、

「
家
庭
」、「
地
域
」
と
の
強
化
を

図
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ

と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
学
校
教
育
、

家
庭
教
育
、
社
会
教
育
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
、

相
互
の
連
携
協
力
の
も
と
、
教
育

境
も
悪
化
し
、
多
岐
に
わ
た
り
課

題
が
増
し
て
い
る
こ
と
も
現
実
で

あ
り
ま
す
。
い
じ
め
や
出
会
い
系

サ
イ
ト
を
は
じ
め
と
し
、
携
帯
電

話
や
薬
物
等
幾
多
の
問
題
が
あ
り
、

全
て
が
重
要
か
つ
喫
緊
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
向

け
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、
関
係
機

関
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
が
一

体
と
な
っ
て
早
急
に
解
決
に
向
け
、

取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
保
護
者
や
大
人
と
子
ど

も
の
関
わ
り
が
希
薄
な
現
代
社
会

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も

の
教
育
は
無
論
大
切
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
と
将
来
の
た
め
に
、

ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
良
い
の
か
、

ど
う
向
き
合
い
、
対
応
・
対
処
す

べ
き
か
、
今
一
度
、
考
え
直
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
事

は
大
切
か
つ
必
要
な
こ
と
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
て
は
「
明
日
を
拓
く
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
」
の
た
め
に
教
育

に
携
わ
る
教
育
関
係
者
や
関
係
機

関
、
保
護
者
の
方
々
と
連
携
し
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
流
し
合

う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
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里
親
が
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
ず

本
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
「
学
ぶ

会
」
は
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
学
ぶ
会
の
役
員

の
方
々
を
始
め
、
「
里
親
」
を
お

引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
、
改
め
て
そ
の
ご
理
解
と
ご
尽

力
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い

て
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
、
適
切
な
教
育
的
支
援

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。　

　

本
町
に
お
い
て
は
、
利
尻
町
特

別
支
援
教
育
推
進
委
員
会
が
組
織

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引

き
続
き
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る

全
町
的
な
理
解
を
深
め
、
管
内
協

力
校
で
あ
り
ま
す
稚
内
養
護
学
校

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
校
、
保

護
者
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
自
立
に
向
け
た
適
切
な
指
導
と

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
に
直
接
携
わ
る
教
職
員

の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い

こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら
そ
の
資
質

ま
す
。

　

食
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、

体
力
の
源
で
あ
る
「
食
」
の
正
し

い
知
識
と
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を

育
成
す
る
た
め
、
利
尻
島
二
町
の

学
校
を
担
当
す
る
栄
養
教
諭
の
活

用
を
図
り
、
食
生
活
に
つ
い
て
一

層
充
実
し
た
指
導
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、
家
庭
や
地
域
の
期

待
に
応
え
る
教
育
を
実
現
す
る
た

め
、
学
校
自
ら
教
育
内
容
や
現
状
、

自
己
評
価
に
よ
る
改
善
策
を
積
極

的
に
家
庭
・
地
域
に
情
報
発
信
し
、

説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

学
校
評
議
員
会
議
や
学
校
関
係
者

評
価
に
よ
る
保
護
者
の
声
を
学
校

教
育
に
取
り
入
れ
、
学
校
・
家
庭

・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
児
童
生

徒
数
の
減
少
か
ら
仙
法
志
中
学
校

で
は
平
成
一
一
年
度
か
ら
生
徒
数

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

「
夢
の
浮
島
利
尻
島
の
大
自
然
で

学
ぶ
会
」
を
設
立
し
、
海
浜
体
験

留
学
制
度
を
実
施
し
て
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
問
題
行
動
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
命
を
大
切
に
す
る
教

育
を
推
進
す
る
ほ
か
、
児
童
生
徒

の
小
さ
な
変
化
を
的
確
に
捉
え
る

た
め
の
教
育
相
談
機
能
の
充
実
を

図
り
、
問
題
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
向
け
て
学
校
・
家
庭
及
び

関
係
機
関
の
連
携
強
化
と
、
心
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
子
ど
も
や
保

護
者
な
ど
の
た
め
の
「
教
育
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
教
育
相
談
員
」

を
引
き
続
き
配
置
し
、
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
く
に
、
登
下
校
の
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
や
地
域
住
民
、
関
係
団
体
・
機

関
等
が
連
携
し
、
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
見
守
り
活

動
や
声
か
け
運
動
な
ど
引
き
続
き

提
唱
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
で
た
く
ま
し
い
体
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
全
国
体
力
・
運
動

能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
の
実
施

に
よ
り
、
実
態
に
即
し
た
体
力
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
「
性
に
関
す
る
指
導
」

や
「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
」
な
ど

の
実
践
を
進
め
、
学
校
保
健
・
体

育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

な
移
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
標
準
学
力
検
査
や
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
活
用
し
、

引
き
続
き
、
学
校
や
家
庭
と
一
体

と
な
っ
て
学
習
指
導
の
改
善
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
規
律
や
規
範
、
命
を
尊
び

思
い
や
る
心
を
育
む
「
道
徳
教
育
」

や
「
生
徒
指
導
」
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
社
会
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
職
場
体

験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

自
然
体
験
活
動
な
ど
豊
か
な
体
験

を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
道
徳
性

の
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

な
管
理
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
他

部
局
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
活
性

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

二　

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

　

る
子
ど
も
の
学
校
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
「
生
き
る
力
」
を
育

む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
基
礎
的
な
知
識

・
技
能
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

さ
せ
、
そ
れ
を
土
台
に
新
た
な
課

題
を
自
ら
解
決
す
る
た
め
の
「
確

か
な
学
力
」
の
向
上
が
何
よ
り
も

強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
学
ぶ
意
義

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
き
め
細

や
か
な
指
導
に
よ
り
わ
か
る
喜
び

を
実
感
し
、
学
ぶ
意
欲
の
向
上
や

学
習
習
慣
の
定
着
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
確
か
な
学
力
」
を
確
立
す
る
た

め
、
知
識
・
技
能
の
修
得
や
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
目

指
す
新
学
習
指
導
要
領
は
小
学
校

で
は
平
成
二
三
年
度
か
ら
、
中
学

校
で
は
平
成
二
四
年
度
か
ら
完
全

実
施
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
の
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
円
滑
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よ
る
学
校
支
援
体
制
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

四　

う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り

　

の
推
進

　

芸
術
・
文
化
活
動
は
町
民
の
日

常
生
活
に
う
る
お
い
と
生
き
が
い

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
地
域

に
根
ざ
し
た
芸
術
文
化
活
動
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
文
化

活
動
の
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
利
尻
町
文
化
協
会

を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
や
団
体

と
連
携
を
図
り
、
町
民
文
化
祭
・

芸
能
祭
な
ど
町
民
が
主
体
的
に
行

う
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
歴
史
的
文
化
財

や
伝
統
芸
能
の
保
護
、
継
承
並
び

に
そ
の
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
交
流
促
進
施
設
「
ど

ん
と
」
や
公
民
館
、
図
書
室
、
博

物
館
な
ど
社
会
教
育
施
設
を
核
と

し
て
、
各
種
事
業
や
演
劇
、
音
楽

な
ど
芸
術
鑑
賞
の
機
会
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
劇
団
「
四
季
」
に

よ
る
公
演
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

質
の
高
い
芸
術
鑑
賞
の
機
会
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
様
が
心
身
と
も

に
明
る
く
健
康
で
充
実
し
た
生
活

を
営
む
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社

会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
利
尻
町
体
育
協
会

を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
や
団
体

等
と
連
携
を
図
り
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
教
室
等
の
開
催
や
交
流

を
図
る
一
方
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
活
動
の
支
援
な
ど
を
通
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
普
及
に
努
め

る
ほ
か
、
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

「
お
は
な
し
会
」
な
ど
の
幼
児
期

の
学
習
活
動
や
、
「
野
外
体
験
学

習
」
等
を
通
し
た
少
年
期
の
学
習

活
動
を
進
め
て
お
り
、
文
化
を
通

し
て
子
ど
も
の
育
成
を
図
る
社
会

教
育
団
体
の
活
動
も
活
発
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
団
体
の

活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な

団
体
や
学
習
集
団
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
指
導
者
へ
の
研
修

機
会
の
提
供
や
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
・
活
用
な
ど
指
導
体

制
及
び
人
材
活
用
体
制
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
た
交
流
活
動
の
推

進
、
近
隣
市
町
村
間
の
交
流
・
連

携
に
よ
る
広
域
的
な
社
会
教
育
の

推
進
も
図
り
な
が
ら
、
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
学
習
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
世
代
間
の

交
流
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
を
育
て
る
「
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
」
の
体
制
整
備
の

充
実
を
図
り
、
小
中
学
校
の
特
別

活
動
及
び
総
合
的
な
学
習
や
行
事

等
に
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
派
遣
を
し
地
域
の
方
々
に

三　

生
涯
学
習
に
対
応
し
た
社
会

　

教
育
の
推
進

　

心
豊
か
で
地
域
に
活
力
を
も
た

ら
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
い

き
い
き
と
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
生
涯
に

わ
た
り
主
体
的
な
学
習
活
動
を
通

し
、
そ
の
成
果
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
町
民
の
生
涯
学
習

に
対
す
る
理
解
も
進
み
、
そ
の
必

要
性
か
ら
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
趣

味
・
教
養
を
中
心
に
生
涯
学
習
に

取
り
組
む
人
々
も
増
加
す
る
な
ど

成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
図
書
室
を
活
用
し
た野外体験学習

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
校
内
研
修
や
教
職

員
評
価
制
度
の
活
用
を
は
じ
め
、

各
種
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加

の
奨
励
に
よ
り
教
職
員
研
修
の
一

層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
環
境
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
財
政
状
況
は
極
め

て
厳
し
い
現
況
に
あ
り
ま
す
が
、

児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間
性
を
培

う
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

今
後
共
学
校
施
設
の
維
持
保
全
と

教
材
教
具
の
充
実
を
は
じ
め
、
教

職
員
住
宅
の
維
持
補
修
等
生
活
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
家
庭
や
社
会
に
お
い
て
教

育
力
の
低
下
や
必
要
な
体
験
の
欠

如
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
心
身
に
関
す
る
多
く

の
問
題
も
生
じ
て
お
り
、
社
会
性

や
規
範
意
識
、
思
い
や
り
の
心
な

ど
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教

育
関
係
者
だ
け
で
な
く
地
域
社
会

と
と
も
に
豊
か
な
心
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

スポーツ少年団　野球大会

野外体験学習

スポーツ少年団　野球大会
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

る
さ
と
利
尻
町
を
将
来
に
向
け
築

き
上
げ
る
根
幹
は
、
人
づ
く
り
に

あ
り
ま
す
の
で
、
「
ふ
る
さ
と
を

思
う
心
の
教
育
」
の
使
命
は
、
い

つ
の
時
代
に
お
い
て
も
重
き
も
の

が
あ
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
「
大
人
は
ふ
る
さ
と
の
良

き
歴
史
を
語
り
継
ぎ
」、「
若
者
は

ふ
る
さ
と
の
未
来
に
夢
を
託
し
て

根
ざ
し
」、「
子
ど
も
た
ち
は
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、誇
り
を
持
つ
こ
と
」

を
合
言
葉
に
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
、
本
町
の
す
ば
ら
し
い
こ
の
大

自
然
や
生
活
環
境
の
な
か
に
お
い

て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
方
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
て

頂
き
、
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
確
実
に
実
現
・
実
行
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
教

育
行
政
推
進
に
ご
理
解
を
頂
け
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
最
善
の
努

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に
、
教

育
関
係
者
、
町
民
皆
様
方
に
は
、

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
教
育
行
政
執
行
方

針
と
致
し
ま
す
。

団
活
動
の
支
援
や
指
導
者
の
育
成

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

関
係
施
設
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
、
利
用
し
や
す
い
、
安
全

で
効
率
的
な
施
設
提
供
が
必
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
管
理
運

営
と
維
持
補
修
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
平
成
二
二
年
度
の
教
育

行
政
執
行
に
関
す
る
基
本
方
針
の

概
要
と
主
要
施
策
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
教
育
環
境
は
め
ま
ぐ

る
し
く
変
革
を
遂
げ
て
、
大
き
な

渦
と
な
り
押
し
寄
せ
て
お
り
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
そ
の
状
況
の
把
握
に
努
め
、

教
育
基
本
理
念
を
念
頭
に
お
き
、

施
策
の
実
現
に
向
け
教
育
行
政
の

枠
組
み
と
計
画
、
そ
の
実
践
プ
ラ

ン
の
状
況
を
常
に
意
識
・
把
握
し

な
が
ら
、
的
確
に
対
応
し
て
い
く

事
が
最
も
大
切
で
あ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
豊
か
な
ふ

よ
り
も
暑
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
観
測
地
点
の
違
い
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
沓
形
ア
メ
ダ

ス
は
沓
形
で
島
の
西
、
鬼
脇
村
役

場
は
島
の
南
東
。
で
も
、
明
治
一

九
年
と
平
成
二
一
年
の
気
温
差
は

観
測
地
点
の
違
い
だ
け
で
は
な
い

よ
う
な
気
も
す
る
。
明
治
一
九
年

の
気
象
観
測
デ
ー
タ
の
分
析
を
こ

れ
ら
も
続
け
た
い
。

年
が
一
〇
・
六
℃
、
平
成
二
一
年

が
七
・
四
℃
。
三
・
二
℃
高
い
。

月
別
平
均
気
温
を
み
る
と
温
度
差

が
大
き
い
の
は
七
月
の
五
・
三
℃
。

一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
月
平
均

気
温
の
比
較
で
は
平
成
二
一
年
が

明
治
一
九
年
よ
り
も
す
べ
て
低
い
。

冬
・
春
・
秋
の
気
温
差
よ
り
も
夏

の
気
温
差
が
激
し
い
。

　

一
二
四
年
前
の
利
尻
島
は
、
今

　

博
物
館
に
は
明
治
一
九
年
（
一

八
八
六
年
）
の
気
象
観
測
資
料
が

あ
る
。
『
明
治
一
九
年
気
象
観
測

簿　

利
尻
郡
各
村
戸
長
役
場
』
で
、

そ
こ
に
は
鬼
脇
村
で
午
前
九
時
に

観
測
し
た
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で

毎
日
の
気
温
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
平
成
二
一
年
の
沓
形
ア

メ
ダ
ス
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
み
た
。

先
ず
年
平
均
気
温
で
は
明
治
一
九

● 

明
治
一
九
年
の
島
の
気
温

明治19年
平成21年



15

　利尻町では、「心のふるさと利尻」を想う人びとに寄附という形でまちづくりに参画いただき、「協
働のまちづくり」を積極的に進め、最北の国立公園の美しい利尻島を守り育て、個性豊かで活力あるま
ちづくりを一層推進するための事業を展開いたします。
　本町の魅力ある政策を全国にＰＲしながら、中からは「誇れる地域」、外からは「憧れる地域」、「住
んでみたい地域」となるよう、今以上に高い満足度とイメージの良い魅力的な町をつくってまいります。
　皆さんのご寄附が利尻町の未来を創ります。皆さんの心温まる応援を心よりお待ちしております。　

氏　　　名 金　額

産業廃棄物有効活用事業
登山道整備事業
緑豊かな町づくり事業
ふるさと記念植樹（桜ロード）事業
その他、利尻の自然保護事業
医療技術者、介護福祉士の人材育成及び確保事業
海藻クラフト、二行詩全国コンクール開催事業
歴史的建造物保全事業
伝統芸能伝承事業
食文化や地域行事継承事業
その他、利尻特有の教育、文化推進事業
ウニ、ナマコ人工採苗及び中間育成事業
コンブ増産対策事業
商店街活性化及び振興対策事業
新たな観光スポット創出事業
冬のイベント及び観光誘致事業
海外観光客の誘致事業
都市との交流事業
海藻おし葉及び物産等による国際交流促進事業
ＮＰＯ法人「利尻ふるさと・島づくりセンター」事業
支援

1．環境保全に関する事業

2．保健、医療、福祉に関する事業
3．教育、文化活動に関する
　事業

4．地場産業及び地域振興に関する事業

5．観光に関する事業

6．国内及び国際交流に関する事業

7．ＮＰＯ法人支援に
　関する事業

●寄附を募集する事業内容　　～どのメニューに応援いただけますか？～
　　次の７つの応援メニューから選択いただき、寄附金はその応援メニューに関した事業に充てさせていただきます。

●次の方々から
　ふるさと応援寄附がありました
　厚くお礼申し上げます
（平成21年10月1日～平成22年3月31日）

利 「心 さと利 」を想う人びと 寄附と う形 まちづ 参 だき 「協

利尻町ふるさと応援寄附について利尻町ふるさと応援寄附について利尻町ふるさと応援寄附について利尻町ふるさと応援寄附について利尻町ふるさと応援寄附について

札幌市　匿名希望
埼玉県　井出　伸吉 様
札幌市　木村　一男 様
兵庫県　砂原　繁雄 様
札幌市　山脇　昭三 様
利尻町　吉田　浩樹 様
合　　計　　６　件

30,000円
10,000円
10,000円
50,000円
10,000円
100,000円
210,000円

●寄附金の募集方法　～下記のいずれかで応募願います～
　※寄附金は一口5,000円とします。
　　ただし町長が認める場合はこの限りではありません。

　○電話によるお申し込み方法‥‥お電話いただければ申
　　し込み・問い合わせできます。
　　■電話番号
　　　利尻町役場　総務課総務係　0163－84－2345

　○オンラインでのお申し込み方法‥‥ＷＥＢ上で必須項
　　目を入力するだけで受付されます。
　　■利尻町ホームページＵＲＬ
　　　http://town.rishiri.jp（ＳＳＬ対応申込フォーム）
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一般会計歳入歳出の内訳
総額 32億5,890万円

予算が決まりました！予算が決まりました！予算が決まりました！

51億2,305万円

平成22年度各会計総括表
会　計　別
一　般　会　計

特　別　会　計

　　国民健康保険事業

　　老　人　保　健

　　後期高齢者医療

　　介　護　保　険

　　簡　易　水　道

　　下 水 道 事 業

　　漁業集落排水施設事業

　　特別養護老人ホーム

　　宿　泊　施　設

　　砕　石　事　業 

合　　　計

3,222,898,136

1,868,924,890

394,900,575

41,935,708

39,318,587

311,002,512

70,645,072

112,244,847

198,847,774

198,358,756

281,506,956

220,164,103

5,091,823,026

185,500,000

101,500,000

21,036,000

 431,000

3,539,000

1,198,000

300,000

167,120,000

22,416,000

9,482,000

33,276,000

6,494,000

287,000,000

予算額平成21・22年度比較平成20年度決算額（歳出）

3,073,400,000

1,762,654,000

416,690,000

1,053,000

44,038,000

317,304,000

71,929,000

121,100,000

73,577,000

192,098,000

284,327,000

240,538,000

4,836,054,000

平成21年度予算額

3,258,900,000

1,864,154,000

395,654,000

622,000

40,499,000

316,106,000

72,229,000

288,220,000

51,161,000

201,580,000

251,051,000

247,032,000

5,123,054,000

平成22年度予算額
単位：円

△

△

△

△

△

△
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一般会計歳出の内訳 平成22年度平成22年度平成22年度

おもな事業おもな事業おもな事業公債費 9億2,728万円（28.5％）

7億9,194万円（24.3％）

4億9,488万円（15.2％）

2億9,975万円（9.2％）

1億9,380万円（5.9％）

　借入金の返済

補助費等
　病院等の一部事務組合や団体等への補助金

物件費
　施設の管理費等

繰出金

3億7,012万円（11.4％）

　特別会計の不足額の補填等

人件費
　職員の給与費

普通建設事業費

1億8,113万円（5.5％）

　道路や施設の建設費

その他

【一般会計】
電波遮へい対策事業デジタル中継局
整備事業

神居第2地区船揚場
整備事業

御崎12号線道路改良工事

御崎12号線道路舗装工事

【下水道事業特別会計】
利尻島下水道ミックス処理施設 
・建設工事（土木）　　　
・水処理設備工事
・電気設備工事

19,649万円

718万円

2,650万円

700万円

4,300万円
7,300万円
3,300万円

平成22年度の各会計平成22年度の各会計平成22年度の各会計

一般会計ほか全会計総額
依存財源　28億8,684万円（88.6％）
一般会計歳入の内訳

21億4,606万円（65.9％）

3億1,378万円（9.6％）

3億6,742万円（11.3％）

5,958万円（1.8％）

地方交付税

国・道支出金

町　債

その他

自主財源　3億7,206万円（11.4％）

町　税

使用料及び手数料等

1億9,487万円（6.0％）

1億7,719万円（5.4％）

国などにたよっている財源

　市町村民税などによる収入は全国の市町村間で大きな
ばらつきがあり、収入の少ない町ではやりたい事業がで
きなくなります。そこで不均衡が小さくなるように国か
らもらうお金が地方交付税です。このお金は所得税、法
人税、酒税、消費税、国のたばこ税が使われており、皆
さんが国に納めた税金の一部が町に返ってくるかたちに
なります。

　町民税所得割、固定資産税等は従来から、地方税
法で定められている標準税率で課税しています。

　町の施設を使ったときや、役場で証明書などを発
行したときにかかる使用料及び手数料や、保育料な
どの分担金及び負担金、土地や建物の貸付料などの
財産収入、諸収入などがあります。

　事業には国や道からのお金だけで行うものや、一部国
や道のお金で残りは町のお金を使うものなどがあります。
このように国・道から入ってくる使い道の決まっている
お金です。

　道路や港湾、建物などをつくるとき、町が計画的に借
り入れできるお金です。

利尻町が自前で確保した財源



議　会　報　告

第４回町議会定例会は12月17日招集さ
れ、条例案、補正予算等を審議し、い
ずれも原案のとおり可決しました。主
なものは次のとおりです。

◆
利
尻
町
生
活
安
全
基
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
犯
罪
被
害
者
等

基
本
法
の
成
立
を
受
け
、
国
は
犯

罪
被
害
者
等
基
本
計
画
を
策
定
し
、

国
を
挙
げ
て
の
犯
罪
被
害
者
支
援

の
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
第
5
条
で
は
、
地
方
公
共
団

体
の
責
務
と
し
て
犯
罪
被
害
者
等

の
支
援
に
関
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す

る
責
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
本
町
に
お
い
て
も
犯
罪
被
害

者
等
の
適
切
な
支
援
を
行
い
、
町

民
が
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

出
来
る
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
条
例
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
条 

例 

改 

正
】

第
れ
ず
な

平成21年　　平成21年　　
第4回町議会定例会第4回町議会定例会
平成21年　　
第4回町議会定例会
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3,813万9,000円

2,458万7,000円

△63万5,000円

△39万9,000円

△44万0,000円

621万3,000円

△38万2,000円

312万6,000円

△1,792万1,000円

60億3,698万1,000円

4億3,463万1,000円

4,454万4,000円

3億2,584万4,000円

7,478万9,000円

1億3,321万3,000円

7,720万5,000円

1億9,522万4,000円

2億7,380万6,000円

一般会計補正予算（第７号）

国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号）
後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）
介　護　保　険
特別会計補正予算（第２号）
簡　易　水　道
特別会計補正予算（第２号）
下　水　道　事　業
特別会計補正予算（第３号）
漁業集落排水施設事業
特別会計補正予算（第２号）

宿　泊　施　設
特別会計補正予算（第１号）

特別養護老人ホーム
特別会計補正予算（第２号）

補　正　額（増減） 予　算　総　額

※△は減額です。

各会計補正予算各会計補正予算



　

利
尻
町
仙
法
志
字
政
泊

　
　
　
　
　

星　

田　
　
　

隆

　

利
尻
町
沓
形
字
日
出
町

　
　
　
　
　

寺　

嶋　

秀　

明

　

利
尻
町
沓
形
字
富
士
見
町

　
　
　
　
　

越　

智　

義　

朗

　

第
7
回
町
議
会
臨
時
会
は
11
月

26
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
1
日

と
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。
審

議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

◆
利
尻
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
時
間
外
労
働
の

割
増
賃
金
率
等
に
関
す
る
労
働
基

準
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
特
に
長

い
時
間
外
勤
務
を
抑
制
す
る
た
め
、

月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務

に
係
る
支
給
割
合
を
引
上
げ
る
と

と
も
に
、
差
額
分
の
支
給
に
代
え

て
代
替
休
を
指
定
す
る
こ
と
が
出

来
る
制
度
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

○
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
任
期
は
、
平
成
21
年
12
月

20
日
か
ら
4
年
間
で
す
。

　

利
尻
町
仙
法
志
字
政
泊

　
　
　
　
　

三　

盃　

良　

勝

◆
利
尻
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

○
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
任
期
は
、
平
成
21
年
12
月

20
日
か
ら
4
年
間
で
す
。

　

利
尻
町
沓
形
字
本
町

　
　
　
　
　

中
川
原　

眞
知
子

◆
利
尻
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

○
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
任
期
は
、
平
成
21
年
12
月

20
日
か
ら
4
年
間
で
す
。

◆
利
尻
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案○
本
条
例
案
は
、
人
事
院
勧
告
に

準
じ
、
利
尻
町
職
員
の
給
与
等
に

つ
い
て
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

人
事
院
は
、
去
る
8
月
11
日
、

国
会
と
内
閣
に
対
し
、
国
家
公
務

員
の
給
与
等
に
つ
い
て
勧
告
を
行

い
、
10
月
27
日
閣
議
決
定
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
国
に
準
じ
、

民
間
給
与
と
の
格
差
の
大
き
さ
を

考
慮
し
、
月
例
給
及
び
期
末
・
勤

勉
手
当
の
引
下
げ
改
定
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

な
お
任
期
は
、
平
成
21
年
11
月

18
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

　

利
尻
町
沓
形
字
富
士
見
町

　
　
　
　
　

吉　

安　

隆　

也

利尻郡利尻町沓形字緑町　利尻町役場内
利尻町議会事務局　☎0163－84－2345（内線 301）

毎日の定時放送が聞けなかったり聞き忘れてしまった際は、

89－4660番 へおかけください。
（携帯電話からは、市外局番「0163番」を忘れずに！）
※ダイヤル式の電話機からはご利用できません。
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【
人 

事 

案 

件
】

【
第
7
回
臨
時
会
】

利尻郡利尻町沓形字緑町 利尻町役場内

議会報告に対するご意見・ご要望を議会報告に対するご意見・ご要望を
　　　　　　　　　　お寄せください。　　　　　　　　　　お寄せください。
議会報告に対するご意見・ご要望を
　　　　　　　　　　お寄せください。

防災無線テレホンサービスを防災無線テレホンサービスを
ご利用くださいご利用ください
防災無線テレホンサービスを
ご利用ください
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の
方
々
か
ら
、
学
校
の
あ
り
方
の

ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
頂
い
た
際

に
は
町
部
局
に
も
報
告
し
、
連
携

を
取
り
な
が
ら
教
育
委
員
会
と
し

て
の
、
対
応
方
に
つ
い
て
考
え
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、

道
内
や
管
内
の
取
組
状
況
の
進
展

を
見
極
め
な
が
ら
、
今
後
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

松
村
議
員　

少
子
化
か
ら
年
々
児

童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
現
状

か
ら
、
1
問
目
の
質
問
の
校
舎
改

築
と
合
わ
せ
、
小
学
校
・
中
学
校

の
統
合
、
更
に
は
教
育
レ
ベ
ル
向

上
の
た
め
に
小
中
一
貫
教
育
の
推

進
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

教
育
長
の
見
解
を
お
尋
ね
致
し
ま

す
。

川
端
教
育
長　

統
合
を
考
え
ま
す

時
、
本
町
の
学
校
形
態
や
学
校
運

営
・
配
置
の
考
え
次
第
で
は
、
地

域
の
衰
退
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
む
し
ろ
町
内
の
小
中
学
校

の
統
合
で
は
な
く
、
今
後
い
か
に

児
童
生
徒
数
の
増
加
を
図
る
べ
き

か
が
大
き
な
課
題
と
し
て
、
強
く

重
く
受
け
止
め
、
捉
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
何
ら

か
の
形
で
保
護
者
の
方
々
や
地
域

QA QQAA
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を

図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
？

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
・

ご
要
望
が
合
っ
た
際
に
は
、
町
部
局
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

2
問目

修
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
状
況
も
楽
な
状
態
で
は
無

い
で
す
が
、
出
来
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
早
め
に
改
築
な
り
の
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

松
村
議
員　

町
内
の
各
小
中
学
校

校
舎
の
老
朽
化
が
進
み
、
雨
漏
り

等
で
授
業
に
も
支
障
を
き
た
し
て

い
る
学
校
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
快
適
な
教

育
環
境
確
保
の
た
め
に
も
、
早
期

の
改
築
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
見
解
を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

田
島
町
長　

雨
漏
り
に
よ
っ
て
、

授
業
に
支
障
が
出
て
い
る
と
い
う

質
問
で
す
が
、
普
通
教
室
の
場
合

は
雨
漏
り
の
支
障
が
あ
る
と
の
報

告
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
強
風
等
の
ぶ
つ
け
雨
や

集
中
的
大
雨
で
、
壁
か
ら
の
染
み

込
み
や
屋
根
と
壁
の
間
か
ら
の
吹

き
込
み
な
ど
、
各
学
校
で
何
カ
所

か
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
幸
い
に
し
て
、
経
済
対

策
で
体
育
館
等
を
大
が
か
り
に
補

QA QQAA
老
朽
化
の
進
ん
だ
校
舎
の

改
築
は
考
え
て
い
な
い
の
か
？

出
来
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
早
め
に

改
築
な
り
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
町政の主人公は町民の皆さんです！

定例町議会は年4回（3・6・9・12月）に開かれます。
※本年は議員改選期のため、9月に行われる第3回定例会は10月に行われます。



惣
万
議
員　

子
育
て
支
援
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
新
政
権
で
支
給

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

道
内
の
市
町
村
で
も
国
と
は
別
に

独
自
で
0
〜
5
歳
ま
で
の
子
ど
も

に
支
援
金
の
支
給
を
決
定
さ
れ
た

市
町
村
が
あ
り
ま
す
。

　

我
が
町
で
も
財
政
状
況
の
厳
し

い
中
で
す
が
、
支
給
す
る
考
え
は

な
い
の
か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

田
島
町
長　

現
在
本
町
で
は
、
町

単
独
で
実
施
し
て
い
る
児
童
養
育

奨
励
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
奨
励

金
は
、
3
歳
以
上
16
歳
未
満
の
児

童
3
人
以
上
養
育
し
て
い
る
場
合

に
、
そ
の
保
護
者
に
3
人
目
か
ら

支
給
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

3
歳
以
上
小
学
校
修
了
ま
で
月
額

3
千
円
、
中
学
1
年
か
ら
16
歳
未

満
ま
で
月
額
1
万
円
を
支
給
し
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
国
が
計
画
し
て
い
る
子
ど

も
手
当
は
所
得
制
限
付
の
方
向
、

色
々
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
行
方
を
見

な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
町
の
児

童
養
育
奨
励

金
に
つ
い
て

は
、
引
き
続

き
制
度
を
残

し
て
お
き
た

い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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あ
り
ま
す
の
で
、
22
年
度
は
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
た
め
の
準
備
期

間
に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

松
村
議
員　

先
般
の
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
、

ホ
テ
ル
利
尻
の
経
営
診
断
の
結
果
、

経
営
改
善
の
内
容
が
大
き
く
8
項

目
に
わ
た
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
項
目
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に

で
も
改
善
出
来
る
項
目
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
町
長
の
見
解
を
お
尋
ね

致
し
ま
す
。

田
島
町
長　

経
営
診
断
で
の
8
項

目
の
提
言
を
い
か
に
早
く
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

改
善
で
き
る
も
の
は
新
年
度
か

ら
改
善
し
て
い
き
ま
す
が
、
時
代

に
あ
っ
た
経
営
の
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

問
題
は
、
夏
シ
ー
ズ
ン
で
得
た

も
の
を
冬
に
放
出
し
て
し
ま
う
経

営
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
期

間
営
業
へ
の
切
り
替
え
や
、
人
件

費
な
ど
、
時
間
の
要
す
る
問
題
も

QA QQAA
ホ
テ
ル
利
尻
の
経
営
診
断
を
受
け
、

ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
？

時
間
の
掛
か
る
問
題
も
あ
る
の
で
、

22
年
度
は
準
備
期
間
に
し
た
い
。

3
問目

ま
す
が
、
見
直
し
・
削
減
対
象
と

な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
4
項
目
事

業
は
我
が
町
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
る
の
か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

田
島
町
長　

バ
ス
運
行
対
策
補
助

の
関
係
は
、
見
直
し
を
行
わ
な
い

と
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
利
用
等
総
合
対
策
費
及
び

離
島
航
路
補
助
も
、
こ
の
補
助
制

度
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
該
当

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

離
島
漁
業
再
生
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
3
分
の
1
の
減
と
の
報
道

が
さ
れ
ま
し
た
が
、
道
や
水
産
庁

な
ど
へ
の
確
認
の
結
果
で
は
、
現

行
通
り
の
予
算
要
求
と
本
制
度
の

維
持
存
続
が
、
今
の
段
階
で
は
大

丈
夫
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

惣
万
議
員　

政
府
の
新
年
度
予
算
、

事
業
仕
分
け
の
中
で
、
我
が
町
の

予
算
に
関
連
す
る
、
過
疎
地
の
足

に
繋
が
る
バ
ス
運
行
及
び
利
用
等

総
合
対
策
費
、
離
島
航
路
補
助
、

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
が
事

業
仕
分
け
の
対
象
と
な
っ
て
お
り

QA QQAA
事
業
仕
分
け
に
よ
る

我
が
町
へ
の
影
響
は
？

現
段
階
で
は
、
我
が
町
に
影
響
は

無
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

2
問目

QA QQAA
町
独
自
の
子
育
て
支
援
金
を
支
給
す
る
考
え
は
な
い
の
か
？

国
の
子
ど
も
手
当
の
内
容
が
決
ま
っ
て
か
ら
判
断
し
た
い
。

児
童
養
育
奨
励
金
は
引
き
続
き
制
度
を
残
し
て
い
き
た
い
。

ホテル利尻ホテル利尻
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〔給与〕 〔職員数〕

給 料

扶 養 手 当
住 居 手 当

毎月決まって支給
されるもの

通 勤 手 当

管 理 職 手 当
特殊勤務手当
時間外勤務手当

実績に応じて支給
されるもの

その他の手当
期末勤勉手当
寒 冷 地 手 当一定の時期に支給

されるもの
退 職 手 当

給 与 費 (B)
職員数（A） 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計

５８人

（単位：円）
経験年数区分別平均給料月額

区 分 初任給
採用２年
経過後の
給 料 額

平均年齢
（歳）

平均給料
月 額

大学卒 172,200 185,800 297,900
－

337,300－
短大卒 149,800 161,600 229,300 －一般行政職
高校卒 140,100 149,800 221,600 263,900 299,500

43.8 312,938

歳出総額（A）人件費（B） 人件比率
（B/A）

19年度
比 率

15.1% 14.3%

一般的に基本給と言われるものであり、経験年数や職員の責任の度合いに
よって条例で定められているもの

退職時に勤務年数や退職時の給料額に応じて、決められた支給率によって
支給されるもの

扶養親族のある職員に支給

危険な作業や困難な業務に従事するものに支給されるもの
勤務時間を超えて勤務した場合に支給されるもの（夜間・休日勤務等）
宿日直手当（１回 4,200円）等
一般的にボーナスといわれるもの
一般的に燃料手当といわれるもの

職員の住宅に対し、住宅料の一部を支給するもの

課長及び課長補佐職の者が給料の 5 ％～ 6 ％の範囲で支給されているもの

職員が勤務地から片道２㎞以上離れた所から通勤している場合に支給され
るもの

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

町民の皆様に、町行政についてより一層ご理解を深めていただくため、
職員の給与や職員数がどうなっているのか、その概要をお知らせいたします。

　町職員の数は、平成２１年４月１日現在で
９２名となっています。
　主な内訳は、一般行政部門で４６名、特別
行政部門（教育関係）で１３名、公営企業等
部門で３３名です。

　町職員の給与は、国の職員の給与を基準に
し、毎年国や道、他の市町村とのバランスを
考えながら、町議会の議決を得て条例で定め
られています。国の職員の給与を１００とし
て見た場合、利尻町職員の給与は平成２１年
４月１日現在９０．７となっています。

〇人件費の状況

〇給与の仕組

〇給与費の状況（平成２１年度利尻町一般会計）

〇職員の初任給と平均給料月額（平成２１年４月１日現在）

　平成２０年度の一般会計決算のうち、人件費が占める割合
は次のとおりです。
　人件費には、職員に支給する給与の他に特別職に支給する
報酬・給与なども含みます。

※１人あたり（B/A）=４,７６５千円

平成21年度分平成21年度分

3,222,898千円

309,779千円83,056千円23,474千円203,249千円

486,380千円
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手当名 内 容 備 考 手当名 内 容 備 考

扶養
手当

①配偶者 13,500円
②配偶者以外の扶養親族

6,500円
③15歳以上から22歳までの子供

5,000円加算

国と
同じ

期末
手当
及び
勤勉
手当

〔期末手当〕〔勤勉手当〕
６月期 １．４０ ０．７５
１２月期 １．６０ ０．７５
合計 ３．００ １．５０

※職務上の段階等による加算措置
あり
課長職 ％ 課長補佐職 ６％
係長職 ５％ 主任職 2.5

7.5
％住居

手当

①自己所有住宅 5,000円
②借家で家賃が 12,000円を超え
る場合
家賃額に応じて、27,000円を
限度

国とは
一部
異なる

寒冷地
手当

扶養親族などの数に応じて、次の
範囲で支給される。

44,000円～116,800円

国とは
一部
異なる

通勤
手当

①交通機関利用者
バスなどの運賃に応じて
55,000円を限度に支給

②自家用車利用者
通勤距離に応じて 20,900円
を限度に支給

に支給

国と
同じ

特殊
勤務
手当

利尻町には３種類の特殊勤務手当
があります。
①伝染病防疫手当
②火薬類取扱業務手当
③潜水作業手当

国と
同じ

退職
手当

〔自己都合〕〔勧奨・定年〕
勤続20年 23.50

33.50
47.50
59.28

30.55
41.34
59.28
59.28

勤続25年
勤続35年
最高限度額

国と
同じ

国とは
一部
異なる

期末手当の支給割合（月分）
区 分 給料等月額

6月期 12月期 合 計
町 長 550,000円

530,000円
512,000円
235,000円
190,000円
170,000円

副町長
教育長

1.40 1.60 3.00

1.60 1.80 3.40

1.50 1.50 3.00
議 長
副議長
議 員

職員数（%）

　一般行政職とは、一般的に言う事務系職員のこと（税務や下水道などの担当は除く）で、現在は５８名です。

このページに関するお問い合わせは、役場総務課まで
TEL 0163-84-2345　FAX 0163-84-3553
E-mail:soumu@town.rishiri.hokkaido.jp

〇特別職の給料等の状況（平成21年４月１日現在）

〇職員手当の状況（平成２１年４月１日現在）

〇一般行政職の級別職員数の状況（平成２１年４月１日現在）

　町長等の理事者や町議会議員の給料などは、
一般職とは別の条例で定められています。

級別
１級
２級
３級
４級
５級
６級

役職名
主　　　事
主事・技師
主任・係長
係　　　長
課 長 補 佐
課　　　長

　６名（10.3）
７名（12.0）
１７名（29.4）
１５名（25.9）
３名（ 5.2）

　１０名（17.2）

職員数（構成比％）

1級 2級 3級 4級 5級 6級

30

20

10

25

15

5
0
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　平成21年度分国民年金保険料の
　　　　　　　納め忘れはありませんか？
　平成21年度分の国民年金保険料の最終的な納期限は、4月30日です。
　今一度、納付書をお確かめの上、納め忘れがありましたら、早めに納
めましょう。
　たとえ一ヶ月分でも納め忘れた分がありますと、万一のときの障害年
金や遺族年金が受けられなくなる場合もありますので、忘れずに納めま
しょう。

平成22年度の国民年金保険料は
　　月額1万5,100円（付加保険料は400円）です。　
付加保険料～老齢基礎年金に付加年金を生涯上乗せすることができます。
　　　　　　付加年金（年額） 200円×付加保険料納付月数

　日本国内に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人は、国民年金に加入することになっています。
　加入の種類（種別）は、
　　　　第１号被保険者　　自営業や学生など
　　　　第２号被保険者　　厚生年金や共済組合の加入者
　　　　第３号被保険者　　第２号被保険者に扶養されている配偶者（収入が一定額を超えない方）
の３種類に区分されています。ご本人や配偶者の就職・転職・結婚などで国民年金の加入の種別が変
わることがあり、下記の表のように、種別変更等の手続きが必要となる場合があります。
　手続きをされなかった場合は、病気やケガで障害が残ったときや、死亡した場合の障害年金・遺族
年金を受け取ることができなくなる場合もありますので、必ず手続きして下さい。

こんなときは
国民年金の手続き（種別変更）が必要です！！
こんなときは
国民年金の手続き（種別変更）が必要です！！

学生やフリーターなど、厚生年金や共済組合に加入してい
ない方が20歳になったとき

未加入 ⇨ 第１号 市町村の窓口

未加入 ⇨ 第３号 配偶者の勤務先第２号被保険者に扶養されている配偶者が20歳になったと
き

第１号 ⇨ 第３号 配偶者の勤務先配偶者が就職して第２号被保険者になり、その第２号被保
険者に扶養されるようになったとき

第２号 ⇨ 第１号 市町村の窓口第２号被保険者が60歳になる前に、会社などを退職したと
き

第２号 ⇨ 第３号 配偶者の勤務先第２号被保険者である人が会社などを退職し、第２号被保
険者である配偶者に扶養されるようになったとき

第３号 ⇨ 第１号 市町村の窓口

第２号被保険者（配偶者）に扶養されていた人で、その配
偶者が退職したとき

パート収入が130万円を超えたときなど、配偶者の扶養か
ら外れるようになったとき

こ　ん　な　と　き 被保険者の種別 手続き先

国民年金国民年金からのおからのお知らせらせ国民年金からのお知らせ
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　所得に応じて「全額免除」、「4
分の3免除」、「半額免除」、「4分
の1免除」があります。
　市町村国民年金窓口に申請し、
年金事務所で前年の所得などを
審査し、承認を受けると、その期
間の保険料の全額または一部の
納付が免除されます。
　その他、失業などにより承認さ
れる場合があります。

　30歳未満の方に限り利用でき
る制度です。
　市町村国民年金窓口に申請し、
年金事務所で前年の所得などを
審査し、承認を受けると、その期
間の保険料の納付が猶予されま
す。
　その他、失業などにより承認さ
れる場合があります。

　在学期間中の保険料を社会人に
なってから払うことができる制度
です。
　学生本人の所得がない場合や少
ないことにより、保険料を納付する
ことが困難なときは、市町村の国
民年金担当窓口で申請し、年金事
務所で前年の所得などを審査し
て、承認を受けると、その期間の保
険料の納付が猶予されます。
　※申請手続きは毎年必要です。

「保険料免除制度」
の手続きを

所得の少ない方は
「若年者納付猶予制度」

の手続きを

30歳未満の方は
「学生納付特例制度」

の手続きを

学生の方は

もしも…国民年金保険料の納付が困難なときは

大変お得な口座振替の早割制度はご存知ですか？

●継続申請もできます！
　全額免除・若年者納付猶予を希望される方は、
申請時のご希望により、翌年度以降も継続して
審査ができ、毎年度の申請書の提出が省略出来
ます。
※失業等を理由として承認を受けた方や４分の
　３免除、半額免除、４分の１免除の承認を受
　けた方は、毎年度申請が必要です。

　口座振替なら一度手続きをすれば、あなたが指定した口座から自動的に支払いされますので、毎月納めに行
く手間がはぶけ納め忘れの心配もなくとても便利です。
　　手続きは…「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」が各金融機関の窓口に備え付けられています。
　　また、国から発行されている国民年金保険料納付案内書に「口座振替納付申出書」が付いていますので、
　どちらの申出書でも、すぐに金融機関の担当窓口で手続きをすることができます。
　　なお、引落日は、毎月納付の場合は翌月末日、１年前納の場合は４月末日、半年前納は１回目が４月末日、
　２回目が10月末日です。手続きはお早めに…

国民年金等についてのお問合せは…
　　　　役場保健福祉課町民係（☎0163－84－2345）
　　　　稚 内 年 金 事 務 所（☎0162－32－1941）

　通常の口座振替（当月保険料の翌月末引落し）は定額保険料ですが、口座振替を早割にすると50円（年間割
引額600円）が割引となり大変お得です。早割制度を申し込みすると翌月末の初回の口座振替にて２ケ月分の
保険料（従前の保険料と50円割引された保険料）が引落しとなり、その後の毎月の保険料が50円割引となりま
す。

◎追納をおすすめします！
　国民年金には追納という制度があり、10年以内なら保険料免除
　・若年者納付猶予・学生納付特例を受けた期間の保険料を納め
　ることができます。
　追納することにより、保険料を納付した場合と同じ年金額で老
　齢基礎年金を受け取ることができます。
　ただし、３年目以降は、当時の保険料に加算金がつき高くなり
　ます。お早めに「追納」することをおすすめします。

国民年金保険料の納付は便利な口座振替で

４
月
分
15,100円口座振替【早割】

にした場合
（5月分からの例）

５
月
分 15,050円

50円割引 ６
月
分 15,050円

6月末に引落5月末に引落

50円割引
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料が変わります～

　加入者（被保険者）の方にお支払いいただく保険料は、２年ごとに保険料率を決めることとなってお
ります。
　平成22・23年度の新しい保険料率を、お知らせします。

　保険料は、全ての加入者（被保険者）の方にかかります。
　保険料額は、加入者（被保険者）が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割
額」の合計で計算します。
　世帯主や加入者（被保険者）の所得に応じて、保険料の軽減があります。

※この保険料率に基づく平成22年度の保険料額は、7月に「保険料額決定通知書」により個別に通知します。

均　等　割
37,263円（加入者が等しく負担）

平成20・21年度（年間）

40,175円
平成22・23年度（年間）

2,912円増

均　等　割
（１人当たりの額）

所　得　割
8.32％（加入者の所得に応じて負担）

平成20・21年度（年間）

9.35％
平成22・23年度（年間）

1.03ポイント増

●保険料の計算方法（平成22年度）

　⑴ 均等割の軽減　～　所得に応じて、均等割40,175円が以下のとおり軽減となります。

　⑵ 所得割の軽減　～　加入者個人の所得で判定します。
　 　前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が５割軽減となります。
　　　例）年金収入180万円の場合
　　　　＊軽減判定⇒180万円－120万円（公的年金等控除）－33万円（基礎控除）＝27万円（軽減に該当）
　　　　＊所　得　割⇒27万円×9.35％×5割＝12,622円〈年間保険料のうち所得割額分〉
　⑶ 被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減
　　 　この制度に加入したときに、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず均等割が９割
　　 軽減となります。
　　※被用者保険とは…
　　　　全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの
　　　健康保険のことです。市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。

所得が次の金額以下の世帯

33万円かつ加入者全員が年金収入80万円
以下で他の所得がない 9割軽減

8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

軽減割合 軽減後均等割額

平成22年度
軽　減　後
均 等 割 額

比　　較

3,700円

5,400円

18,631円

29,810円

4,000円

6,026円

20,087円

32,140円

33万円

33万円＋（24万5千円×世帯主以外の加
入者数）●単身世帯の方は該当しません。

33万円＋（35万円×世帯の加入者数）

（軽減は、世帯の加入者全員と世帯主の所得の合計で判定します。加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。）

※保険料の計算は、均等割額と所得割額を合算後に、100円未満を切り捨てます。

●保険料の軽減について

40,175円
1年間の保険料
（100円未満切り捨て）
（限度額50万円）

所　　得　　割
＋ ＝（本人の所得に応じた額）

（平成21年中の所得－33万円）×9.35％

300円増

626円増

1,456円増

2,330円増

平成21年度
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　加入者（被保険者）の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくとともに、制度の健全な運営
を図るために、医療費通知を行っています。
　平成21年7月から平成21年12月診療分の医療費通知を、3月末に北海道後期高齢者医療広域連合より
送付しています。
　医療費通知は、請求書ではなく、医療機関等からの診療報酬明細書に基づき「医療費の総額」を記載
しており、記載されている月に病院や薬局などにかかられた一覧です。
　医療機関等の請求の遅れ等のため、医療費通知に記載されないことがありますが、ご不明な点がござい
ましたら、北海道後期高齢者医療広域連合またはお住まいの市町村の担当窓口へお問い合わせください。

北海道後期高齢者医療広域連合　電話　011－290－5601お問い合わせ先

●「医療費通知」について

利尻町役場　保健福祉課保健係　電話　0163－84－2345

3歳未満の乳幼児医療費についてのお知らせ
～初診時一部負担金も助成します～

　利尻町では北海道の医療費助成事業に基づき、各種の医療費助成を実施しています。
　平成22年４月１日以降は、３歳未満の乳幼児医療費について、以下のとおり利尻町独自の助成を実施
します。

◎この制度についてご不明な点などございましたら、役場保健福祉課保健係（ＴＥＬ84－2345）まで
　お問い合わせください。

　乳幼児等医療費、重度心身障害者医療費、ひとり親家庭等医療
費の受給資格者のうち、3歳未満の乳幼児に係る初診時一部負担
金（医科580円・歯科510円）を助成します。

　初診時一部負担金の支払を証明するもの（領収書又は各医療費
助成制度の支給決定書）、印鑑、各医療費助成制度の受給者証、
預金通帳をご用意いただき、役場保健福祉課保健係に申請をして
ください。
　申請をできる方は、受給者の保護者に限られます。

申請期限は、診療後２か年となります。

　この初診時一部負担金の助成制度は、乳幼児等医療費、重度心
身障害者医療費、ひとり親家庭等医療費のいずれかの助成を受け
たあと、初診時一部負担金分の助成が受けられるものです。必ず
各医療費助成制度の支給申請をしたあと、申請をしてください。
　なお、現物給付により医療機関で初診時一部負担金の支払のみ
をしてきている場合は、医療機関の発行する領収証で確認できま
すので、各医療費助成制度の申請は必要ありません。

助　　成　　内　　容

助成金の申請方法

申　　請　　期　　間

注　　　意　　　点

健康講演会「あなたの膝は大丈夫？！」健康講演会「あなたの膝は大丈夫？！」健康講演会「あなたの膝は大丈夫？！」
　健康講演会が交流促進施設どんとで開催されました。
　前半は、利尻島国保中央病院　松盛副院長による「変形性膝関節
症の成り立ちと効果的な治療方法について」、後半は札幌市医療法人
社団三草会　久保田訪問リハビリ担当課長による「いつまでも自分
の身体と上手に付き合う為のリハビリ方法について」と題し、両先
生は、スライドや身振り手振りによる講演。　　
　来場者からは、「膝の治療の勉強になりました」「家でリハビリや
ってみるよ」と言った声がたくさん聞かれました　　　2010/3/4松盛寛光先生 久保田年夫先生久保田年夫先生
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高額療養費について
～国民健康保険・後期高齢者医療保険の場合～

　１か月の医療費の自己負担額が限度額を超えたとき、超えた額が高額療養費として支給されます。
　高額療養費の支給を受けるには申請が必要ですので、保険証、領収証、印鑑、預金通帳をご用意いた
だき、申請をしてください。
　※役場から申請勧奨の通知をしますが、診療月の２か月後以降になります!
　※申請は診療後２か年を経過するとできなくなりますので、ご注意願います！

　•※印は高額療養費の支給が過去12か月以内に4回以上になったときの４回目からの限度額です。
　•「上位所得者」とは所得が基準を超える世帯の方、「低所得者」とは住民税非課税世帯の方、「一
　　般」とはいずれにも該当しない方をいいます。

　70歳未満の方は、国民健康保険証と限度額適用認定証を提示すると、医療機関での支払が
自己負担限度額までとなりますので、入院や高額な支払になる場合は、限度額適用認定証の
交付を受けてください

　•※印は高額療養費の支給が過去12か月以内に4回以上になったときの4回目からの限度額です。
　•「現役並み所得者」とは所得が基準を超える世帯に属する方、住民税非課税世帯の「区分Ⅱ」とは世
　　帯全員が住民税非課税世帯の方、「区分Ⅰ」とは世帯全員が住民税非課税世帯の方のうち所得又は
　　年金受給額が基準以下の方、「一般」とはいずれにも該当しない方をいいます。

　　☆　住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関の窓口に提示す
　　　ると、自己負担限度額や入院中の食事代が減額されます。
　　　（「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けるためには毎年申請が必要です！）

　　◎　高額療養費についてご不明な点などございましたら、
　　　　役場保健福祉課保健係（TEL84－2345）までお問い合わせください。
　
　　　　ご注意：今回の広報では、制度の説明をわかりやすくするため、制度内
　　　　　　　　容について一部抜粋や簡素にしていますので、ご了承ください。

区　　　分

上位所得者

一　　　般

低 所 得 者

自　己　負　担　限　度　額

国民健康保険の70歳未満の方

150,000円＋（かかった医療費－500,000円）×１％（※83,400円）

80,100円＋（かかった医療費－267,000円）×１％（※44,400円）

35,400円（※24,600円）

　70歳以上の方と後期高齢者医療保険の方は、１か月の自己負担限度額が設けられており、
入院の場合は自己負担限度額ですむことになっています。ただし、外来（個人ごと）の場合
は、自己負担額をいったん支払い、後で自己負担限度額を超えた分が高額療養費として支給
されます。

区　　　分

現役並み所得者

一　　　般

外来（個人単位）

区分Ⅱ住民税非
課税世帯 区分Ⅰ

外来＋入院（世帯単位）

国民健康保険の70歳以上の方・後期高齢者医療保険の方

80,100円＋（かかった医療費－267,000円）×1％（※44,400円）

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円

12,000円

8,000円
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《大学卒業等程度》
◎国家公務員採用Ⅰ種試験
　○受付期間：〈インターネット〉4月1日9時00分～　
　　4月3日22時00分
　　〈郵送又は持参〉4月1日～4月8日
◎国家公務員採用Ⅱ種試験
　○受付期間：〈インターネット〉4月10日9時00分～　
　　4月14日17時00分
　〈郵送又は持参〉4月12日～4月21日
《高等学校卒業程度》
◎国家公務員採用Ⅲ種試験
　○受付期間：6月22日～6月29日
　受験資格者等詳しくは、人事院北海道事務局第二課試
験係にお問い合わせください。   ☎011－241－1248番
　採用情報ナビ　http://www.jinji.go.jp/saiyo.htm

　
○受付期間：4月1日～4月15日
○第1次試験日：5月9日
○第1次試験地：稚内、旭川、札幌外　道内14ケ所　　　　　　　　　　　
　東京　道外1ヶ所
○第1次合格発表：5月下旬
○第2次試験日：6月中旬～7月上旬
○第2次試験地：札幌、函館、旭川、釧路、北見　
○最終合格発表：8月上旬
○採用予定日：8月上旬（場合により10月採用）
○受験資格：
【Ａ区分】学校教育法による大学（短期大学を除く）等　
　を卒業した者（見込み者含む）
　＊高度専門士の称号を取得又は平成23年3月末日まで
　　に取得見込みの者を含む
【Ｂ区分】Ａ区分以外の者（学校教育法による高等学校
　に在学中の者を除く）
　○年齢：昭和53年4月2日から平成5年4月1日まで
　　に生まれた者
　　詳しくは、稚内警察署、各駐在所、交番にお尋ねく
　ださい。　稚内警察署警務課　☎0162－24－0110番

◎採用種目：一般・技術幹部候補生（飛行、音楽要員含む）
○応募資格：20歳～26歳未満（22歳未満は大卒者（見込
　み含む））、大学院（専門職大学院を除く）　
　修士取得者は28歳未満
○受付期間：4月1日～5月10日
○試験日：5月15日、16日（16日は飛行要員のみ）
○初任給（平成21年4月1日現在）／大卒 214,900円、大
　学院卒 232,000円
◎採用種目：一般曹候補生
○応募資格：18歳～27歳未満（男女）　
○受付期間：4月1日～5月10日
○試験日・試験地：5月22日・稚内市
○待遇／給与：159,500円～賞与年2回（H21.4.1現在）、

自衛官募集

平成22年度第1回北海道警察官採用試験

国家公務員採用試験

　週休2日制　
○陸海空自衛隊を選択し、さらに陸海受験者は全国5地
　域から希望採用地域を指定できます。
　〈問合せ先〉
　　　　自衛隊稚内地域事務所　☎0162－23－2721番
　　　　利尻町役場総務課　　　☎0163－84－2345番
　

　全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部の健康保険
料率が、本年3月分（4月納付分）より9.42％（現行8.26
％）に変わります。
　大幅な保険料率引き上げの背景としては、保険料収入
が大幅に落ち込む一方で医療費の支出が増えたこと、都
道府県ごとの加入者にかかった医療費の違いが反映され
ていることなどによります。　
　詳しくは、協会けんぽのＨＰ又は協会けんぽ北海道支
部までお問い合わせください。
　　　　　　　　 http://www.kyoukaikenpo.or.jp/
　全国健康保険協会北海道支部　☎011－726－0352番

　北海道稚内保健所（宗谷保健福祉事務所保健福祉部）
では、地域で健康づくり事業等にご協力くださる栄養士
・管理栄養士の皆様を対象に「在宅栄養士バンク登録事
業」を行っています。
　ご家庭にいらっしゃる栄養士・管理栄養士の皆様のご
登録をお待ちしております。
〈問合せ先〉稚内保健所健康推進課健康増進係
　　　　　　　　　　　　　　　☎0162－33－2990番

　本年4月1日から、労働基準法が改正されます。
　主な改正内容は、①1ヶ月60時間を超える時間外労働
について割増賃金率が5割増以上に引き上げられる
（猶予措置あり）、②限度時間（月45時間など）を超えた
時間外労働に対する割増賃金引上げ等の努力義務が労使
に課せられる、③年次有給休暇が時間単位で取得できる
ようになるなどです。
　詳しくは、最寄りの労働基準監督署へお問い合わせく
ださい。
　北海道労働局労働基準部監督課　☎011－709－2311番
　北海道労働局ＨＰ　　  www.hokkaido-labor.go.jp
　厚生労働省ＨＰ　　　　　　　　  www.mhlw.go.jp

　「就労」と「結婚・出産・子育て」の「二者択一構造」を解
消し、特に、子育てや介護など家庭の状況から時間的制
約を抱えている時期の労働者について仕事と家庭の両立
支援を進めるため、育児・介護休業
法が改正されました。　平成21年9
月30日に施行された一部規定を除き、
平成22年4月1日、平成22年6月30
日に施行されます。
　　〈問合せ先〉
　　　北海道労働局雇用均等室
　　　☎011－709－2715番

全国健康保険協会からのお知らせ

在宅栄養士バンクのお知らせ

労働基準法が改正されます

育児・介護休業法が改正されます
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街
を
ひ
と
歩
き

街
を
ひ
と
歩
き

ま
ち
の
話
題
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

⬆宮崎安太郎さん・政子さん夫婦（種富町）へ、会津若松
市長から利尻町に感謝状が届き、田島町長より伝達されま
した。この感謝状は会津若松市の市制110年を記念、市の
表彰規定に基づき、種富町の駐輪場に建立されている会津
若松藩士の墓を永年にわたり自主的に管理清掃をおこなっ
てくれたということで贈られました。 2009／12／28

⬆沓形・仙法志両森林愛護組合連合会では、木
に巻きつき成長を阻害している「つる」を切り、
1本でも多くの木を大きく守り育てる森づくり
に取り組んでいます。今年も町民多数の参加に
より、つる切作業が実施されました。

2010／3／6～7

ま
ち
の
話
題
に

会津若松市から
　　　　　 感謝状感謝状

みんなで森をみんなで森を
　　育てましょう！育てましょう！

会津若松市から
　　　　 感謝状

⬆ゆきまるだ灯りフェスティバル2010が開催さ
れ、町内をたくさんのゆきまるだが街を飾りまし
た。また、島の駅「海藻の里・利尻」ではアコー
スティックライブやゆきまるだ灯り写真スライド
ショーなどが行われ利尻の冬を楽しく過ごしまし
た。

　島しょである地理的な特性等を
活かした脱温暖化の取組みを考え
るため、ＮＨＫテレビ「おはよう
北海道」で毎朝天気を解説する気
象キャスターでお馴染みの菅井貴
子さんによる講演会が、利尻町バ
イオマス利活用検討協議会・利尻
町の主催により交流促進施設どん
とで開かれました。
　来場した方からは質問も出るな
どとても勉強になった講演会とな
りました。

和田稚内事業所長と田島町長による点灯式

菅井貴子さん

2010／2／20～21

2010／1／10

⬅北海道コカ・コーラボトリング㈱（本社：札幌市／⻆野中原社長）は、
北海道との間で、災害時における飲料水の確保と平常時の地域防災力強化
のため「災害時における飲料の供給等防災に関する協力協定」を2006年
12月に締結しており、この協定に基づき、このたび、当町との間で「災害
対応型自動販売機による協働事業に関する協定」を締結しました。
　この災害対応型自動販売機は、搭載する電光掲示板を通して文字情報の
表示が可能、緊急時には災害情報の配信や自動販売機内の飲料水の無料提
供が行われます。なお、設置箇所は役場庁舎1階町民ロビー外、交流促進
施設どんと、夢交流館、ホテル利尻の4箇所です。 2010／3／4

ゆきまるだゆきまるだ
　灯りフェスティバル灯りフェスティバル

防災協力自動販売機が防災協力自動販売機が
　　　　　　　　　　　設置される設置される

島し である地理的な特性等を

地域に根ざした脱温暖化・地域に根ざした脱温暖化・
環境共生社会を考えよう！！環境共生社会を考えよう！！

ゆきまるだ
　灯りフェスティバル

みんなで森を
　　育てましょう！

防災協力自動販売機が
　　　　　　設置される

地域に根ざした脱温暖化・
環境共生社会を考えよう！！
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⬆利尻百人一首愛好会「天つ風」主催による、
利尻カルタ交流会が交流促進施設どんとで開催
されました。家庭、学校、職場から百人一首の
愛好者が一堂に会し、カルタの楽しさに触れな
がら一日を楽しみました。 2010／2／11・27

　スーパー公務員でお馴染みの木村俊昭氏（小樽市出身
：現農林水産省大臣官房政策課企画官）による地域活性
化シンポジウムが町議会議員や事業所、青年団体、女性
団体、町職員などの出席により交流促進施設どんとで開
催されました。
　実体験などを基にした地域活性化への取組むべき考え
を文字とスライドにより講演されました。

2010／3／23 ➡

⬅実行委員会の主催による「春よこ
いコンサート」が交流促進施設どん
とで開催されました。
　当日は、琴やピアノ、アコーステ
ィックギターや歌、ブラスバンドに
よる演奏で、春を呼ぶメロディーが
来場者を魅了しました。

2010／3／6

⬅沓形保育所14名、仙法志
保育所4名が在園児やおとう
さん、おかあさん等たくさん
の方に見送られ思い出と希望
に胸を膨らませ退所式を迎え
ました。 2010／3／26

百人一首で交流会百人一首で交流会

スーパー公務員に学ぶスーパー公務員に学ぶ

百人一首で交流会

スーパー公務員に学ぶ
地域活性化の動向
　～農商工連携等の事例を交えて～

小さな胸に大きな希望をふくらませ

音楽で春を呼ぶ♪音楽で春を呼ぶ♪音楽で春を呼ぶ♪

な希望をふくらませ

保育所退所式保育所退所式保育所退所式
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おかあさんからひとこと
とてもわんぱくな純太、でも妹にとても優しい
お兄さん。これからも明るく元気いっぱいでい
てね...

おかあさんからひとこと
いつも元気いっぱいで優しい栞奈へ...毎日、ママのお
手伝いや弟の面倒を見てくれてありがとう。これから
もたくさんの笑顔でみんなを幸せにしてね。 ママより

遠 藤 純 太

沓形字富野　父：文彦　母：桂子

くん（4さい）
じゅん た

柴 田 栞 奈

沓形字富士見町　父：栄一　母：亜希

ちゃん（4さい）
なかん

【防災無線受信機の返却にご協力下さい】
　各家庭に備え付けられている防災無線受信機ですが、有償にて買い取られている方を除き、町からの貸
与品となっておりますので、転居や家屋の取り壊し等により必要がなくなった場合には、受信機の返却に
ついてご協力をお願いいたします。なお、破損や紛失した場合は、実費弁償していただきますのでご注意
下さい。

防災無線についてのお知らせ防災無線についてのお知らせ防災無線についてのお知らせ防災無線についてのお知らせ防災無線についてのお知らせ

防災無線についてのお問合せは‥‥役場総務課　☎0163－84－2345 までご連絡下さい

おかあさんからひとこと
歌とおしゃべりが大好きでいつもニコニコみん
なを幸せにしてくれます。いつまでも優しくみん
なのお助けマンでいてね。

おかあさんからひとこと
いつも弟の面倒を見てくれてありがとう。
これからも優しい健ちゃんでいてね。

志 摩 奏 太

沓形字緑町　父：恵一　母：美恵子

くん（4さい）
かな た

長谷川　健

沓形字緑町　父：真也　母：梢

くん（4さい）
けん
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沓
形
中
学
校
に
入
学
し
、
い
つ

の
間
に
か
野
球
部
に
入
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
小
学
生
の
時
か
ら
日
出
町

の
子
ど
も
た
ち
で
野
球
や
っ
て
遊

ん
で
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
野
球
や

る
た
め
に
ボ
ロ
布
丸
く
ま
と
め
て

糸
で
縛
っ
て
ボ
ー
ル
を
つ
く
る
こ

と
、
バ
ッ
ト
は
魚
干
す
さ
き
り
を

切
っ
て
削
る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
グ

ロ
ー
ブ
な
ん
て
誰
も
持
っ
て
な
か

っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
ボ
ロ
布
な
ん

か
で
つ
く
っ
て
い
た
。
今
思
い
出

す
と
、
遊
ぶ
た
め
の
準
備
作
業
も

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
つ
く
っ
た
も

の
を
み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
て
遊
び

が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
さ
。

　

中
学
三
年
生
に
な
っ
て
島
内
中

学
校
野
球
大
会
が
鴛
泊
で
あ
っ
た
。

試
合
に
な
る
と
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
自

分
に
見
え
る
の
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

と
バ
ッ
タ
ー
と
ボ
ー
ル
だ
け
だ
っ

自
分
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
横
山

勝
俊
、
一
塁
佐
藤
衛
、
二
塁
柳
谷

春
松
、
三
塁
中
村
栄
吾
、
シ
ョ
ー

ト
小
板
谷
勇
、
レ
フ
ト
馬
場
外
哉
、

セ
ン
タ
ー
草
間
時
光
、
ラ
イ
ト
石

川
芳
美
、
監
督
が
瀬
戸
一
幸
先
生
。

こ
れ
で
稚
内
に
行
っ
た
。
確
か
会

場
は
稚
内
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
。
泊

ま
り
が
近
く
の
工
場
の
二
階
だ
っ

た
。
そ
こ
に
神
奈
川
県
川
崎
市
の

達
男
兄
貴
か
ら
頑
張
れ
よ
と
い
う

電
報
が
届
い
た
。
で
も
試
合
は
一

回
戦
で
負
け
て
し
ま
っ
た
。

　

島
に
帰
っ
て
、
中
学
校
の
朝
礼

で
三
宅
校
長
先
生
が
、
野
球
部
が

稚
内
に
行
っ
て
一
回
戦
で
負
け
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
説
明
し
ろ
と
、

突
然
言
わ
れ
た
。
三
百
人
を
超
す

全
校
生
徒
の
前
に
立
っ
て
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
の
前
に
立

つ
緊
張
で
頭
の
中
が
真
っ
白
。
何

を
ど
う
言
っ
た
の
か
は
、
ま
っ
た

く
覚
え
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
、

三
宅
校
長
先
生
は
勝
つ
こ
と
に
非

常
に
期
待
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
と
、
今
に
な
っ
て
思
う
。

　

好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と

夢
中
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん

な
と
き
に
こ
そ
自
分
の
持
っ
て
い

る
も
の
を
伸
ば
す
。
そ
の
た
め
に

頑
張
る
こ
と
。
沓
形
中
学
校
の
マ

ウ
ン
ド
で
感
じ
た
こ
と
だ
。
今
の

若
い
人
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
ね
。

語
り　

澤
谷
等
さ
ん
。
昭
和
十
一
年

七
月
二
十
六
日
、
沓
形
日
出
町
に
生

ま
れ
る
。
沓
形
中
学
校
を
卒
業
し
家

業
の
漁
師
を
受
け
継
ぐ
。

採
訪　

平
成
二
十
二
年
三
月
十
三
日

（349）

（223）

利
尻
の
語
り語

り　

澤
谷　

等
さ
ん

投
げ
る
ボ
ー
ル
に

　

気
合
い
を
込
め
て

た
。
投
げ
る
か
ら
に
は
三
振
を
。

そ
の
た
め
に
は
ス
ト
ラ
イ
ク
。
打

た
れ
な
い
た
め
に
投
げ
方
を
横
か

ら
や
下
か
ら
に
変
え
て
み
た
り
。

も
ち
ろ
ん
上
か
ら
投
げ
る
こ
と
が

基
本
だ
っ
た
。
そ
の
時
は
イ
ン
コ

ー
ス
だ
と
か
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
に
と

思
っ
て
投
げ
る
ん
で
な
く
、
と
に

か
く
打
た
れ
な
い
た
め
に
、
打
た

れ
に
く
く
す
る
た
め
に
直
球
や
カ

ー
ブ
に
力
を
入
れ
た
り
、
投
げ
方

を
変
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

投
げ
方
の
基
本
を
教
え
て
く
れ

た
の
が
三
宅
榮
作
校
長
だ
っ
た
。

相
手
の
胸
を
目
指
し
て
投
げ
ろ
。

受
け
取
る
と
、
素
早
く
投
げ
ら
れ

る
。
基
本
が
あ
っ
て
技
が
あ
る
と
、

今
で
も
思
い
出
す
。

　

昭
和
二
十
六
年
七
月
の
島
内
中

学
校
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
。
そ

の
時
の
チ
ー
ム
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が

利尻島内中学校野球大会優勝　鴛泊中学校グランド　昭和26年7月
写真向かって前列右から　小板谷勇、草間時光、馬場外哉、佐藤衛、
後列右から三宅榮作校長、澤谷等、瀬戸一幸、横山勝俊、石川芳美

バ
ッ
タ
ー
に
向
か
っ
て

朝
礼
で
三
宅
校
長
先
生
か
ら
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平成22年 4月 1日 現在

課　　長　田　尻　隆　志

課長補佐　小　坂　　　実

課　　長　鎌　田　喜　男

課長補佐　飯　田　敏　一

（沓形保育所長・仙法志保育所長・
　　　高齢者生活福祉センター所長）

地域包括支援センター所長　
（指定居宅介護支援事業所長）
　　　　　平　野　ひとみ

高齢者生活
福祉センター
高齢者生活
福祉センター

地域包括支援
センター

課　　長　大　腰　　　敏
課長補佐　八　講　博　之
課長補佐　熊　谷　幸　男

係　長　（小 坂 　 実）
係　長　小　玉　喜　衛
係　長　新　谷　　　司
係　長　小　杉　和　樹
係　長　佐　野　洋　之
係　長　（飯 田 敏 一）
係　長　斎　藤　喜　好
係　長　宮　道　信　之
係　長　西　島　孝　人
係　長　（平野　ひとみ）

主任保育士　対　馬　紀美子

主任保育士　佐　孝　直　美

係　長　平　等　清　文
主　査　宮　田　秀　彦
係　長　張　間　静　也　
係　長　古　屋　恵　一
係　長　（熊 谷 幸 男）
係　長　村　谷　邦　彦
係　長　（熊 谷 幸 男）

総　務　係
財政管財係
行財政改革推進係
企画振興係
税　務　係
町　民　係
福　祉　係
保　健　係
衛生施設係
保健指導係

沓形保育所

仙法志保育所

水産港政係

商工観光係
建築農林係
土　木　係
上下水道係
下水道技術係

主　任　佐藤　弘人・佐藤　陽子
主　事　工藤　雄介・小坂　勝哉・中村　大志

主　任　佐藤　和久・長内さゆり
主　事　高松　宏樹・竹口　和人・谷口　　亮
　　　　岡本　克成
保健師　鎌田　美鈴・小松友紀恵

主　任　中川　広之・対馬　　譲
技　師　中川　篤志
主　事　小坂　勝敏・神田　　健

保育士　小坂加奈絵・浜岸　貴子
主　任　戸田美穂子

生活相談員　石垣　　司

保育士　八講　有子

総　務　課

保健福祉課

産業建設課

仙法志支所
宿泊施設

支 所 長　松　枝　正　敏
総支配人　佐々木　日出雄

砕石事業所 所　　長　平　野　実　一
（課長補佐職）

所　　長　斉　藤　順　悦特別養護
老人ホーム

会計管理者　北　島　利　行

※（　　）は他係を兼務

利尻町職員事務分掌一覧表

副町長  保 野 洋 一
町長  田 島 順 逸

教育長  川 端 一 輝

保健師　工藤めぐみ・（鎌田　美鈴）
　　　 （小松友紀恵）

指定居宅介護
支援事業所

介護支援専門員（平野ひとみ）・（鎌田　美鈴）
　　　　　　　（工藤めぐみ）

次　長　澤谷　　敬　　主　任　尾上　幾美
支配人　柴田　昭夫　　調理長　井田　　作　　主　事　塚本　雅幸　

主　任　三上　信悟

出　納　係

総務係長　今野　　淳　　生活相談員　大窪　知史・山本　侑矢　　主任看護師　佐々香代子
看 護 師　石橋　昭代　　栄 養 士　松谷つぐみ　　介護支援専門員　来田　　寛
介護福祉士　八木　亜紀・入井由美子・杉田有希子・高田　初実・梅津　匡史・山本　　藍
　　　　　太田　雅寛・安野　真帆・谷本　誠二
介護助手　平野あすか

主　査　川端真由美

※　　　は４月１日付け異動※　　　は４月１日付け昇任 ※　　　は４月１日付け新採用

議会事務局 主　　事　木村　祐城局　　長　上遠野　浩　志

病 院 組 合
総　務　係
経　理　係

係　長　根上　　光　　主　査　中山みゆき　　主　事　石川　拓蔵
係　長　佐藤　佳伸

事務部長　安　藤　敏　朗

教育委員会

係　長　矢田　秀喜　　主　査　柴田　修子　　技　手　新浜　直樹

仙　小　杉森満紀子　　沓　中　加藤　敏文
学芸係長　佐藤　雅彦　

係　長　鎌田　正吾　　社会教育主事　関根　智敏　　主　任　北島　政幸
管　理　係
社会教育係
学校公務補
博　物　館

教育次長　葛　西　圭　吾

学芸課長　西　谷　榮　治

　土、日曜日・祝日における戸籍の受付や離島住民旅客運賃割引証の交付などは、8時
30分～12時30分まで日直が対応いたしますので、ご遠慮なくお越しください。
　なお、離島住民旅客運賃割引証の交付は、役場、仙法志支所のほか、利尻島国保中央
病院、ホテル利尻、消防署・仙法志分遣所、商工会、宗谷バス利尻営業所、利尻漁業協
同組合沓形・仙法志支所、沓形・新湊・仙法志郵便局でも受けることができます。
　※1）勤務状況により異なる施設もあります。

平日　8時30分～
　　　17時15分（※1）までです

役場及び町関係機関の執務時間



35 出動件数　火災0件　救急18件 （平成22年2月28日現在）

消防だより消防だより NO.361消防だより
「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

実施期間　4月20日から30日の11日間

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」

実施期間 4月20日から30日の11日間
春の火災予防運動実施！春の火災予防運動実施！！春の火災予防運動実施！！
これからの季節は、空気が乾燥し、風の強い日も多く火災が発生しやすくなります。
火の取扱いには十分注意しましょう。

　利尻町では、都会で暮らす利尻町出身者に『ふるさと利尻』の情報を提供し、ふるさととの絆を深め
てもらうことを目的として「利尻町ふるさと情報サービス事業」を実施しています。
　この事業は、1年分（6・8・10・12・1・4月の年6回配布）の郵便料相当分1,000円を負担いただい
た希望者を会員として登録し、「広報りしり」「観光パンフレット」等を提供する事業です。すでに登
録されている会員で更新を希望される方は、住所・
氏名・電話番号を記載のうえ、（1,000円を定額小為
替、現金書留のいずれかで）お申し込み下さい。

※　詳しくは右記の連絡先までお問い合わせ下さい。

〒097－0401  北海道利尻郡利尻町沓形字緑町
　利尻町役場
　　　　総務課 行財政改革推進係  まで
TEL 0163－84－2345　FAX 0163－84－3553

住宅用火災警報器を住宅用火災警報器を
　　設置しましょう　　設置しましょう

ガスコンロから離れる時はガスコンロから離れる時は
　　 必ず火を消す必ず火を消す

ストーブの近くにストーブの近くに
燃えやすい物を置かない燃えやすい物を置かない

寝たばこは寝たばこは
　　絶対にしない　　絶対にしない

住宅用火災警報器を
　　設置しましょう

ガスコンロから離れる時は
　　 必ず火を消す

ストーブの近くに
燃えやすい物を置かない

寝たばこは
　　絶対にしない

防火教室・レクリェーション

新年防火の集い

防火教室・レクリェーション

新年防火の集い

　

家
庭
の
安
全
を
守
る
主
婦
の
立
場
か
ら
「
防
火
は

家
庭
か
ら
！
」
を
合
い
言
葉
に
、
防
火
の
輪
を
広
げ

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

・
防
火
花
壇
整
備
（
五
月
下
旬
）

・
り
し
り
浮
島
ま
つ
り
参
加
（
八
月
上
旬
）

・
防
火
教
室
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
十
月
上
旬
）

・
新
年
防
火
の
集
い
（
一
月
下
旬
）

　
　
　
　

現
在
、
ク
ラ
ブ
員
数
三
七
五
名

　
　
　
　

（
沓
形
二
二
二
名
、
仙
法
志
一
五
三
名
）

利
尻
町
沓
形
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

利
尻
町
仙
法
志
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

防
火
は

防
火
は

家
庭
か
ら
！

家
庭
か
ら
！

防
火
は

家
庭
か
ら
！

尻町出身者に『ふるさと利尻』の情報を提供し ふるさととの絆を深め

ふるさと情報サービス事業ふるさと情報サービス事業ふるさと情報サービス事業ふるさと利尻のふるさと利尻の
　情報をお届け！情報をお届け！
ふるさと利尻の
　情報をお届け！
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【まちの人口】 　2,518人　　世帯数  1,225世帯　  男  1,188人　  女  1,330人  （平成22年2月末現在）
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【利尻町社会福祉協議会】

この度、次の方々から愛情銀行に金一封が預託され
ましたので、紙上を借りてお礼申し上げます。

●沓形字本町　齋藤文雄様から、妻　キサ子様の
　香典返しを廃して
●沓形字本町　宮森英明様から、母　理英様の香
　典返しを廃して
●沓形字日出町　大宮　貢様から、母　シヨ様の
　香典返しを廃して
●沓形字緑町　佐々木和弘様から、母　長谷川ツ
　ルヱ様の香典返しを廃して
●沓形字泉町　竹口利司様から、母　セキヨ様の
　香典返しを廃して
●仙法志字長浜　畑宮　公様から、母　キミイ様
　の香　典返しを廃して
●沓形字新湊　佐々木千香子様から福祉活動費と
　して

　平成21年4月1日から平成22年3月31日までの飛行機利用
分については、運賃助成の締切りが平成22年4月30日まで
となっております。期限が過ぎると助成を受けることが出来
なくなりますので、搭乗券をお持ちの方はお早めに助成をお
受けください。

【助成を受ける場所】
役場出納係・仙法志支所

助成の期限をお忘れなく助成の期限をお忘れなく助成の期限をお忘れなく
離島住民航空運賃助成

詳しくは、役場総務課（☎0163－84－2345）までお問合せください。

12月17日　（沓）本町　齋藤キサ子さん（82歳）

12月20日　（沓）本町　宮森　理英さん（84歳）

12月23日　日 出 町　大宮　シヨさん（93歳）

1月12日　緑　　町　長谷川ツルヱさん（91歳）

2月2日　泉　　町　矢田　京子さん（69歳）

2月22日　泉　　町　竹口セキヨさん（92歳）

3月14日　長　　浜　畑宮キミイさん（95歳）

おくやみもうしあげますくやみもうしあげます

はじめまして！ ベイビーじめまして！ ベイビー

12月26日　神　　居　小野寺　心く　ん（聖矢）

3月1日　（仙）本町　八木　涼介く　ん（良樹）
すけりょう

こころ

1月20日　神　居

はっぴい・うぇでぃんぐ

村谷菜那絵  さん
平野　欽一  さん

2月22日　（沓）本町 平田　朱美  さん
江刺家堂真  さん

3月14日　日出町 大内　紀子  さん
山崎　　努  さん

●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●
【一般寄附】
　◆株式会社惣万組　代表取締役　惣万　徹様より　　一金　100,000円

ご厚志に対し、厚くお礼申し上げます
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